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特集

町の復旧・復興を支える応援部隊

シリーズ

3月11日 午後2時46分 その時私は

町内の話題 ズームアップ

　高山国際村住民がセブンビーチを復興支援　ほか

災害復興情報

七ヶ浜町からのお知らせ

震災関係情報

都市基盤情報

生活基盤情報

皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます
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久々の再会に笑み 代ヶ崎浜で復興の集い

　地区住民同士のきずなを深め、つなぎとめようと、

8 月 6日、代ヶ崎浜漁協前で「代ヶ崎浜復興の集い」が

開催されました。事前に仮設住宅に住む住民の方々

にも声掛けし、当日は約 150 名の住民が参加。久々の

再会を喜びました。また、震災により亡くなられた

方々を悼み、同漁港内で灯籠流しが行われました。

主な内容

★電子メールでのお問い合わせはこちらから！

七ヶ浜町ウェブサイト
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３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
七

ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー(

以
下
「
セ
ン
タ
ー
」。）
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
７
月
24
日
現

在
で
、
延
べ
１
７
、
２
４
１
人
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」。）の
方
々
に
、
七
ヶ
浜
町
内
で
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
派

遣
。
７
月
24
日
現
在
で
、
家
財
の
運

び
出
し
や
側
溝
の
泥
出
し
な
ど
、
延

べ
８
０
０
件
以
上
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
県
内
お
よ
び

県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
駆
け
付
け
て

お
り
、
大
阪
府
や
山
口
県
、
遠
く
は

沖
縄
県
な
ど
か
ら
、
自
費
で
七
ヶ
浜

町
へ
と
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
個

人
の
み
な
ら
ず
、
各
種
団
体
や
企
業

な
ど
も
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
応
援
部
隊

町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
応
援
部
隊

　
３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
が
れ
き
の
撤
去
、
医
療
救
援
、
窓
口
対
応

な
ど
、
自
衛
隊
や
自
治
体
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

　
町
広
報
紙
で
は
、
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

を
、
６
月
号
よ
り
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
が
、
今
月
号
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

七
ヶ
浜
町
に
集
ま
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
、
七
ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
が
れ
き
の
撤
去
、
医
療
救
援
、
窓
口
対
応

な
ど
、
自
衛
隊
や
自
治
体
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

　
町
広
報
紙
で
は
、
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

を
、
６
月
号
よ
り
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
が
、
今
月
号
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

七
ヶ
浜
町
に
集
ま
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
、
七
ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

延
べ
１
万
７
千
人
が
活
動

七
ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
る

吉田浜前塚浜で清掃活動を行う災害ボランティア。吉田浜前塚浜で清掃活動を行う災害ボランティア。
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セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
直
後
の
３
月

13
日
、
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
「
町
社
協
」
。
）
に
事
務
所

を
構
え
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
町
の
防
災
計
画
に
お
い

て
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
町
社

協
が
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
は
主
に
町
社
協
が
中

心
と
な
り
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
朝
に
セ
ン
タ
ー
を
開

所
。
早
速
、
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い

た
給
水
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
名

を
派
遣
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
。
14
日
に
は
、
町
内
の
方
々
を
中

心
に
24
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
給
水
、
炊
き
出
し
、
看
護
活
動

な
ど
に
出
向
き
、
地
元
の
中
・
高
・

大
学
生
・
社
会
人
の
方
々
が
続
々
と

応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
所
が
手
狭
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
19
日
に
事
務
所
を

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜
へ
移
動
。
高
山
国

際
村
の
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
、
町
外
・
県
外
に
住
む
町
内

出
身
者
の
方
々
も
大
勢
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

「
毎
日
が
感
動
の
連
続
で
す
。
長

期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し
て
七
ヶ
浜
町
を
好
き
に
な
っ
た
と

言
っ
て
く
れ
る
方
も
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
お
ら
れ
ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
１
０
０
人
以
上

の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
皆
さ
ん
の
ス
キ
ル
も
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
地
元
の
方
々
に
も
安
心
し
て

受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
す
町
社
協
職
員
の
小
野
哲

さ
ん
。

　

数
少
な
い
町
社
協
ス
タ
ッ
フ
で

は
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
。
そ
の
た
め
、
セ
ン
タ

ー
の
運
営
は
、
数
名
の
町
社
協
職
員

と
数
十
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
善
意
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
午

前
９
時
に
集
合
。
セ
ン
タ
ー
入
口
で

受
付
を
済
ま
せ
、
現
場
へ
赴
く
前
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が
集
ま
り
、
注

意
事
項
と
顔
合
わ
せ
、
班
編
成
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
現
場
へ
自
分
た

ち
で
向
か
い
、
作
業
を
始
め
ま
す
。

　

　

震
災
直
後
は
、
個
人
宅
の
ガ
レ

キ
、
災
害
ご
み
の
撤
去
作
業
、
床
下

に
た
ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
の
除
去
作
業
な

ど
の
ニ
ー
ズ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
、
仮
設
住
宅
へ
の

引
っ
越
し
の
手
伝
い
、
Ｅ
Ｍ
の
散

布
、
救
援
物
資
の
搬
入
・
搬
出
、
遺

失
物
の
洗
浄
、
ま
た
、
有
資
格
者
に

よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
理
容
・
美
容
サ

ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
主
に
、
海
岸
清
掃
、
側
溝

の
泥
出
し
、
流
失
家
屋
で
の
ガ
レ
キ

撤
去
後
の
ひ
ま
わ
り
の
種
蒔
き
、
仮

設
住
宅
で
の
見
回
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民
ニ
ー

ズ
は
延
べ
８
０
０
件
以
上
。
個
人
の

ほ
か
、
企
業
・
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
多
く
、
週
末
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
七
ヶ
浜
町
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

毎朝行われる朝のミーティング。作業上の注意点

や新たなボランティアの紹介などが行われます。

毎朝行われる朝のミーティング。作業上の注意点

や新たなボランティアの紹介などが行われます。

毎朝ボランティアが続々と駆けつけるセンター内。ボランティアの受付

業務もボランティアが行っており、皆さんのご協力でセンターは運営さ

れています。

毎朝ボランティアが続々と駆けつけるセンター内。ボランティアの受付

業務もボランティアが行っており、皆さんのご協力でセンターは運営さ

れています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

３
月
13
日
か
ら
立
ち
上
げ

さ
と
し



　　

現
在
ま
で
に
、
全
国
各
地
か
ら
個

人
・
団
体
・
企
業
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
七
ヶ
浜
町
へ
と
駆

け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
の
七
里
ガ
浜
地
区
の

住
民
で
組
織
す
る
「
七
里
ガ
浜
発 

七
ヶ
浜
復
興
支
援
隊
」
が
、
６
月
か

ら
海
浜
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

名
前
が
似
て
い
る
七
ヶ
浜
町
を
支

援
し
よ
う
と
、
地
区
住
民
の
有
志
が

集
ま
り
、
隔
月
約
50
名
の
方
々
が
七

ヶ
浜
町
へ
駆
け
付
け
て
い
ま
す
。
７

月
17
日
に
は
、
46
名
が
七
ヶ
浜
町
を

訪
れ
、
表
浜
海
水
浴
場
の
清
掃
作
業

を
行
っ
た
ほ
か
、
七
里
ガ
浜
小
学
校

の
児
童
が
作
っ
た
七
夕
飾
り
３
本
を

持
参
し
、
町
内
の
３
小
学
校
へ
七
夕

飾
り
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　　

支
援
隊
の
皆
さ
ん
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
集
め
た
参
加
費
で
バ
ス
１

台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
。
毎
回
希
望
者
を

募
る
た
び
、
定
員
を
大
幅
に
超
え
、
希

望
者
が
殺
到
。そ
の
た
め
、
当
初
予
定

に
な
か
っ
た
７
月
に
も
来
町
。
毎
回

夜
通
し
の
バ
ス
で
七
ヶ
浜
へ
と
駆
け

付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
地
区
住
民
に

呼
び
掛
け
募
金
を
募
り
、
町
へ
義
援

金
と
し
て
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
、
中
里
恵

美
子
さ
ん
（
写
真
右
・
右
か
ら
４
人

目
）
は
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。
七
里
ガ
浜
地
区
の

住
民
も
、
七
ヶ
浜
へ
の
思
い
入
れ
が

強
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま

す
。

　

同
復
興
支
援
隊
は
、
今
後
も
隔
月

で
七
ヶ
浜
町
を
訪
れ
、
海
浜
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　　　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
が
あ
る
す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜
。

そ
の
わ
き
に
建
設
さ
れ
た
２
階
建
て

の
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
「
き
ず
な
館
」
と
名
付

け
ら
れ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
長

期
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
愛
知
県
名
古
屋
市
を
拠
点

に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
レ
ス
キ

ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」
が
建
設
し

ま
し
た
。

　

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

は
、
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。そ
の
後
、
日
本
各

地
の
被
災
地
へ
赴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後

方
支
援
を
長
年
行
っ
て
い
ま
す
。
災

害
支
援
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
団
体
で
、
現
在
、
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
協
力
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
を
は
じ
め
、
仮
設
住
宅
な

ど
で
足
湯
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
ず
な
館
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
自
炊
し
、
宿
泊
で
き
る
施
設
で
、

最
大
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
階
に
は

炊
事
場
と
事
務
所
、
子
ど
も
た
ち
が

利
用
で
き
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
あ

り
、
２
階
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
寝

泊
ま
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
30
畳

の
大
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
遠
方
か
ら

や
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
、
町
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に

継
続
的
に
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
大
の
目
的
で
す
。

　

七
ヶ
浜
町
と
の
つ
な
が
り
は
、
平

成
18
年
に
国
際
村
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
町
社
協
主
催
の
防
災
講
演
会
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
方
法
な
ど
を
、

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
代

表
理
事
栗
田
暢
之
さ
ん
が
講
演
し
ま

し
た
。ま
た
、
県
社
協
と
も
つ
な
が
り

が
あ
り
、
今
回
七
ヶ
浜
町
に
応
援
に

駆
け
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
を
町
の
復
興
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。
地
元
に
密
着
し
な
が
ら
応
援

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
き
ず
な
館

を
切
り
盛
り
す
る
常
務
理
事
の
浦
野

愛
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

広報しちがはま 23.9.1● 4

七
里
ガ
浜
復
興
支
援
隊
が

七
ヶ
浜
町
で
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

すぱーく七ヶ浜わきにある「きずな館」すぱーく七ヶ浜わきにある「きずな館」

の
ぶ

ゆ
き
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表浜海水浴場で清掃活動を行う七里ガ浜の皆さん

　昔から遊びにきていた七ヶ浜町で長期的に

ボランティアをしようと、4月上旬からお手伝

いしています。

　最初は、被災された家屋の泥出し、家具の

運び出しなどをお手伝いさせていただきまし

た。現在は、主にボランティアセンターの運

営の方をお手伝いしています。

　被災された家屋の片付け中、家主の方が、

涙を流しながら「ありがとう」と言っていた

だいたり、「家が新しくなったら、また遊び

においで」と声をかけてくださったりと、住

民の方々のやさしさに心打たれます。きれい

な浜に戻る最後まで、七ヶ浜町に携わりたい

と思っています。

佐藤 直美 さん

（仙台市）

　新潟中越地震の際、全国の皆さんに大変お

世話になりました。ありがとうございまし

た。少しでも恩返しができればと思い、お手

伝いさせていただいております。

　私は自営で仕事を短期間で終わらせ、1週間

おきに七ヶ浜町へ来ています。ボランティア

センターのスタッフの方々が大変親切で、動

きやすく、来るたびにまた七ヶ浜町へこよう

と思います。ボランティアセンターが開所し

ている限り、時間を作りボランティアに参加

していきたいと思います。
小池 哲也 さん

（新潟県新潟市）

　3月11日の震災以降から、ボランティアに参

加しようと思っており、ライフラインが復旧

し落ち着いた4月1日からお手伝いしていま

す。

　被害のあった家屋の片付けに赴くと、泥が

押し入れなどに入り込んでおり、津波の破壊

力を改めて実感します。

　災害ボランティアセンターが閉所される最

後までお手伝いしたいと思っています。3月11

日以降、町外・県外から多くの方々がお手伝

いにきていただています。町民の一人とし

て、とてもありがたいと感じています。

二階堂 修 さん

（汐見台）

　4月30日から災害ボランティアセンター内の

運営の方をお手伝いしています。社協さんに

ボランティアとして登録していたこともあ

り、少しでも力になれればと思い、参加して

います。

　沖縄、山口、大阪など、遠方からやってく

る県外ボランティアの方々には、大変感謝し

ておりますし、毎日エネルギーをもらってい

ます。

　震災直後、孫の洋服やミルクなど、全国の

方々から暖かい支援をいただきました。少し

でも恩返しができればと思っています。

竹中 昇子 さん

（遠山）

　

ま
た
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の

生
活
で
は
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
亡

く
な
る
方
も
い
る
。
阪
神
大
震
災
な

ど
の
経
験
か
ら
、
仮
設
住
宅
に
住
む

方
々
の
心
の
ケ
ア
を
し
よ
う
と
、
各

仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
対
し
、
足
湯
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
足
湯
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
内
面
を
く
み
取
り
、
次
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
を
検

討
し
ま
す
」と
浦
野
さ
ん
。

　

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で

は
、
今
後
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

七
ヶ
浜
町
に
駆
け
つ
け
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
や
仮
設
住
宅
の

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
、
ま
た
、
海
浜
清

掃
な
ど
浜
の
再
生
を
目
指
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

仮設住宅七中グラウンドでの
足湯マッサージ
仮設住宅七中グラウンドでの
足湯マッサージ

災害ボランティアの声
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３
月
11
日 

午
後
２
時
46
分 

そ
の
時
私
は

３
月
11
日 

午
後
２
時
46
分 

そ
の
時
私
は

　
６
月
号
よ
り
、
今
回
の
地
震
や
津
波
を
体
験
さ
れ
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま
※
１
０
２
名
。
そ
の
命
の
重
さ
を
受
け
止
め
、
記
録
に
残
し
、
し

っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
。
　
　
　
　
　
　 

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
８
月
15
日

シリーズ　　

３
月
11
日
の
午
後
、
利
府
町
で

仕
事
を
し
て
い
た
鈴
木
八
雄
さ
ん

（
花
）
。
午
後
２
時
46
分
に
地
震

が
発
生
。
揺
れ
の
大
き
さ
、
時
間

の
長
さ
か
ら
、
津
波
が
く
る
こ
と

を
確
信
し
た
鈴
木
さ
ん
は
、
す
ぐ

さ
ま
花
渕
浜
舘
下
地
区
に
あ
る
自

宅
へ
と
向
か
っ
た
。

 

な
ん
と
か
30
分
程
度
で
自
宅
へ
と

た
ど
り
着
い
た
。
家
に
は
誰
も
お

ら
ず
、
家
族
は
す
で
に
高
台
へ
と

避
難
し
て
い
た
。
地
震
の
た
め
に

散
乱
し
て
い
た
家
具
を
片
付
け
、

貴
重
品
だ
け
を
持
ち
、
す
ぐ
さ
ま

家
を
飛
び
出
し
た
。

　

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
が

頭
を
よ
ぎ
る
。
当
時
、
鈴
木
さ
ん

は
吉
田
・
花
渕
漁
港
で
仕
事
を
し

て
お
り
、
漁
港
内
で
津
波
を
ま
じ

か
で
見
て
い
た
。

　

漁
港
へ
目
を
や
る
と
、
津
波
が

来
る
気
配
は
な
い
。
「
ま
だ
大
丈

夫
だ
」
。
高
台
の
君
ヶ
岡
公
園
ま

で
急
い
で
車
を
走
ら
せ
た
。

　

舘
下
か
ら
県
道
七
ヶ
浜
・
多
賀

城
線
を
通
り
割
山
方
面
へ
。
バ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
を
随
時
確
認
し
、
背
後

か
ら
の
津
波
に
用
心
し
な
が
ら
進

ん
で
い
た
。
そ
の
直
後
、
割
山
交

差
点
の
手
前
50
メ
ー
ト
ル
付
近

で
、
想
像
を
絶
す
る
光
景
を
目
に

し
た
（
左
図
参
照
）
。

　　

大
量
の
ガ
レ
キ
を
含
ん
だ
高
さ

約
３
ｍ
の
濁
流
が
、
表
浜
か
ら
一

気
に
押
し
寄
せ
る
。
君
ヶ
岡
公
園

へ
と
続
く
坂
道
を
、
も
の
す
ご
い

勢
い
で
駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
目
を
疑
っ
た
。
昭

和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
体
験

か
ら
、
津
波
は
漁
港
側
か
ら
襲
来

す
る
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
。
突
如
表
浜
方
面
か
ら
き
た
津

波
に
頭
が
混
乱
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
勢
い
は
凄
ま
じ

く
、
水
は
直
線
方
向
に
進
む
だ
け

で
、
両
脇
の
県
道
へ
は
ま
っ
た
く

流
れ
て
こ
な
い
。　

　

「
こ
れ
は
津
波
だ
！
」
。

我
に
返
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、

と
っ
さ
に
周
囲
を
見
渡
す
。

す
る
と
右
手
に
２
階
建
て
の
家
屋

が
目
に
と
ま
り
、
咄
嗟
に
ハ
ン
ド

ル
を
右
へ
と
切
り
車
を
駐
車
。
土

足
の
ま
ま
、
一
目
散
に
２
階
へ
と

駆
け
上
が
っ
た
。
す
る
と
す
ぐ
さ

ま
、
家
が
大
き
く
揺
れ
出
し
、
突

如
天
井
が
崩
れ
た
。
坂
を
駆
け
上

が
っ
て
い
た
津
波
が
、
今
度
は
逆

流
し
引
き
波
と
な
り
、
鈴
木
さ
ん

が
避
難
し
た
家
を
襲
っ
た
。
家
を

支
え
る
柱
が
、
一
気
に
津
波
に
飲

み
込
み
こ
ま
れ
、
家
が
潰
れ
た
。

　

屋
根
だ
け
と
な
っ
た
家
の
中

で
、
鈴
木
さ
ん
は
生
き
よ
う
と
も

が
き
続
け
た
。
そ
し
て
、
必
死
に

屋
根
裏
の
梁
に
し
が
み
つ
い
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
る
鈴
木
さ
ん
は
、
天
井
裏
の
梁

が
家
の
中
で
一
番
丈
夫
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
。

　
津
波
の

凄
ま
じ
い
勢
い
で
、

屋
根
も
猛
ス
ピ
ー
ド
で
流
さ
れ
て

い
く
。
胸
ま
で
海
水
に
浸
り
、
必

死
に
梁
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
鈴

木
さ
ん
に
、
今
度
は
ガ
レ
キ
が
襲

い
か
か
る
。
矢
が
飛
ん
で
く
る
か

の
ご
と
く
、
津
波
に
飲
み
込
ま
れ

た
木
材
が
、
次
か
ら
次
へ
と
飛
ん

で
き
た
。
梁
に
つ
か
ま
り
な
が

ら
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
て
く
る

ガ
レ
キ
を
、
無
我
夢
中
で
よ
け
る

鈴
木
さ
ん
。
「
命
の
瀬
戸
際
に
立

つ
と
、
自
分
の
人
生
が
走
馬
灯
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
る
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
ガ
レ
キ
を
よ
け
る

こ
と
で
精
一
杯
。
家
族
の
こ
と
を
考

え
る
余
裕
も
な
か
っ
た
」
と
当
時
の

様
子
を
振
り
返
る
。

チ
リ
地
震
津
波
が

脳
裏
に
浮
か
ぶ

一
目
散
に
高
台
へ
避
難

表
浜
か
ら
濁
流
が
襲
う

屋
根
ご
と
津
波
に

流
さ
れ
る

鈴木 八雄 さん
 （花：75歳）



表浜海水浴場

屋根に這い上がり
泳いで山林へ

津
波
の
動
き

津
波
の
動
き
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数
分
が
経
ち
、
屋
根
の
動
き
が

止
ま
る
と
、
鈴
木
さ
ん
は
屋
根
の

板
を
破
壊
し
、
や
っ
と
の
思
い
で

外
へ
出
た
。
眼
前
に
は
山
林
が
広

が
っ
て
お
り
、
自
分
が
ど
こ
ま
で

流
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
だ
が
徐
々
に
状
況
が
把
握
で

き
、
そ
の
場
所
が
、
新
清
水
沢
の

水
田
の
奥
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
。
「
こ
こ
ま
で
流
さ
れ
た
の

か
」
。
被
災
し
た
割
山
交
差
点
付

近
に
あ
る
民
家
か
ら
、
約
１
㎞
も

流
さ
れ
て
い
た
。

　

家
か
ら
這
い
出
た
鈴
木
さ
ん

は
、
対
岸
約
１
０
０
ｍ
に
あ
る
山

林
ま
で
泳
ぐ
決
意
を
固
め
た
。
寒

さ
と
厚
着
の
服
装
に
耐
え
な
が

ら
、
75
歳
の
体
に
ム
チ
を
打
ち
、

対
岸
ま
で
泳
ぎ
続
け
た
。
山
ま
で

た
ど
り
着
き
、
必
死
の
思
い
で
草

を
掴
み
崖
を
よ
じ
登
り
、
民
家
が

軒
を
そ
ろ
え
る
天
神
堂
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
。
被
災
し
た
鈴
木
さ

ん
を
見
か
ね
て
、
近
所
の
方
が
衣

類
と
寝
床
を
提
供
し
て
く
だ
さ

り
、
鈴
木
さ
ん
は
生
還
し
た
。

　

「
生
き
延
び
る
こ
と
で
精
一
杯

だ
っ
た
。
今
と
な
っ
て
思
う
が
、

自
宅
に
帰
ら
ず
素
直
に
避
難
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。
ま
さ

か
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
津
波
が
く
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」
と

鈴
木
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
っ

た
。

割山交差点の手前で津波を目撃した鈴木さん割山交差点の手前で津波を目撃した鈴木さん

新清水沢奥の水田まで
流された鈴木さん
新清水沢奥の水田まで
流された鈴木さん

民家2階で被災

←至菖蒲田浜

←
至
君
ヶ
岡
公
園

高
山
外
国
人
避
暑
地



表浜海水浴場の清掃活動を行う高山国際村の方々。表浜海水浴場の清掃活動を行う高山国際村の方々。

高
山
国
際
村
住
民
が 

セ
ブ
ン
ビ
ー
チ
を
復
興
支
援

　

高
山
国
際
村
に
住
む
外
国
人
の

方
々
に
よ
る
復
興
支
援
が
、
震
災
以
降

行
わ
れ
て
い
ま
す
●
７
月
30
日
、
七
ヶ

浜
国
際
交
流
協
会
と
高
山
国
際
村
の

方
々
に
よ
る
「
表
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
続

く
高
山
国
際
村
は
、
多
く
の
外
国
人
が

訪
れ
る
日
本
三
大
外
国
人
避
暑
地
の

ひ
と
つ
。
現
在
で
も
多
く
の
外
国
人
の

方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

隣
接
す
る
花
渕
浜
の
表
浜
海
水
浴
場

が
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
影

響
で
景
観
が
一
変
。
避
暑
に
き
て
い
る

高
山
国
際
村
の
方
々
と
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
●
当
日
は
、
高
山
国

際
村
の
住
民
20
名
と
国
際
交
流
協
会

の
会
員
50
名
が
ガ
レ
キ
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
約
１
時
間
か
け
て
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
高
山
国
際
村
の
住

民
の
一
人
、ビ
ル
・
ス
ワ
ン
さ
ん
は
「
今

日
こ
こ
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
づ
つ
で
す

が
元
に
戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。清
掃
後
、
高

山
国
際
村
の
チ
ャ
ペ
ル
で
交
流
を
兼

ね
た
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら

は
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
●
ま
た
、

高
山
国
際
村
に
毎
年
避
暑
に
訪
れ
る

宮
地
ア
ン
ガ
ス
さ
ん
（
写
真
下
中
央
）

と
そ
の
友
人
の
皆
さ
ん
が
、
「
七
ヶ
浜

町
の
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
仕
事
先
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
で

七
ヶ
浜
町
の
写
真
展
を
開
催
。
約
１
万

４
千
人
が
足
を
運
び
、
現
地
で
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
「
Ｓ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｎ 

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ａ
Ｉ
Ｄ（
セ
ブ
ン

ビ
ー
チ
エ
イ
ド
）」
と
い
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
パ
ソ
コ

ン
上
で
町
へ
の
寄
附
金
も
集
め
て
い

ま
す
●
７
月
29
日
、
宮
地
ア
ン
ガ
ス
さ

ん
と
母
親
の
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
（
写

真
左
）
が
来
庁
。
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
人

ら
で
組
織
す
る
「
ロ
ン
ド
ン
勉
強
会
」

で
集
め
た
寄
付
金
や
、
写
真
展
に
来
場

さ
れ
た
方
々
か
ら
の
寄
せ
書
き
な
ど

を
渡
邊
町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
ア
ン

ガ
ス
さ
ん
は
「
あ
ま
り
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
可
能
な
限
り
今
後
も
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
。
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広報しちがはま 23.9.1● 8
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仙
台
火
力
発
電
所
第
４
号
機

日
本
産
業
技
術
大
賞
お
よ
び

エ
ジ
ソ
ン
賞
を
受
賞

　

仙
台
火
力
発
電
所
第
４
号
機
が
、
国

内
産
業
発
展
に
貢
献
し
た
技
術
開
発

成
果
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
「
日
本
産

業
技
術
大
賞
」
お
よ
び
世
界
の
電
力
業

界
発
展
の
た
め
の
卓
越
し
た
指
導
力
、

革
新
性
な
ど
を
表
彰
す
る
「
エ
ジ
ソ
ン

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
に
よ
る
高
効
率
化
、

地
域
と
の
共
生
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
●
７
月
14
日
、
東

北
電
力
㈱
新
仙
台
火
力
発
電
所
の
松

﨑
裕
之
所
長
と
、
発
電
機
開
発
を
手
掛

け
た
三
菱
重
工
業
㈱
東
北
支
社
の
佐

澤
慎
一
支
社
長
が
来
庁
し
、
渡
邊
町
長

に
報
告
。
ま
た
、
発
電
所
も
被
災
し
て

い
る
な
か
、
受
賞
し
た
際
の
賞
金
１
０

０
万
円
を
町
へ
寄
付
。
「
１
日
も
早
い

復
興
に
お
使
い
く
だ
さ
い
」
と
松
﨑
所

長
と
佐
澤
副
社
長
が
渡
邊
町
長
へ
手

渡
し
ま
し
た
。
渡
邊
町
長
は
「
我
々
も

皆
さ
ん
に
負
け
ず
復
興
へ
向
け
て
頑

張
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
と
自
衛
隊
に
よ
る

復
興
支
援
演
奏
会

　

７
月
18
日
、
町
中
央
公
民
館
隣
り
の

武
道
館
で
、
七
ヶ
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部

と
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
に
よ
る

慰
問
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
名

の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会

は
、
七
ヶ
浜
町
自
衛
隊
父
兄
会
が
発
起

人
と
な
り
、
「
被
災
者
の
方
々
に
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
、
七
ヶ
浜

中
学
校
と
自
衛
隊
に
協
力
を
お
願
い

し
、
今
回
実
現
し
た
も
の
で
す
●
演
奏

会
で
は
、
生
徒
を
代
表
し
て
櫻
井
晴
菜

さ
ん（
東
）が
、「
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
、
ま

た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら

演
奏
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
演
奏
会
が
始
ま
る
と
、
生
徒
44
名

と
自
衛
隊
員
45
名
が
息
を
あ
わ
せ
、
オ

ペ
ラ
や
演
歌
、
ま
た
、
日
本
の
人
気
グ

ル
ー
プ
の
曲
な
ど
を
演
奏
。
館
内
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

七
ヶ
浜
中
・
向
洋
中
生
徒
が

東
北
大
会
、全
国
大
会
出
場

　

７
月
29
日
、
平
成
23
年
度
の
宮
城
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
全
国
・
東

北
大
会
出
場
の
好
成
績
を
収
め
た
七

ヶ
浜
、
向
洋
中
学
校
の
生
徒
が
、
町
長

へ
結
果
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

の
は
、
写
真
右
か
ら
、
七
ヶ
浜
中
３
年

佐
藤
銀
河
く
ん
（
柔
道
60
㎏
級
第
２

位
・
東
北
大
会
出
場
）、
同
じ
く
２
年

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
（
52
㎏
級
２
位
・
東

北
大
会
出
場
）、
向
洋
中
２
年
の
赤
間

瑞
輝
く
ん
（
柔
道
50
㎏
級
優
勝
・
全
国

大
会
出
場
）、
同
じ
く
２
年
の
桑
原
直

己
く
ん
（
柔
道
50
㎏
級
第
２
位
・
東
北

大
会
出
場
）、
同
じ
く
３
年
の
平
山
祐

樹
く
ん
（
水
泳
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位
・
東
北
大
会
出
場
）。
東
北
大
会
、

全
国
大
会
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

七
ヶ
浜
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

全
国
大
会
出
場

　

６
月
に
行
わ
れ
た
第
35
回
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
日
本
選
手
権
東
北
大
会
で
、
七

ヶ
浜
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
が
準
優
勝
。
８
月

か
ら
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
。
震
災
の
影
響
で
思

う
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
全
員
の
力
を

結
集
し
52
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
東
北

大
会
を
、
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し

た
●
７
月
14
日
、
選
手
た
ち
は
役
場
を

訪
れ
、
渡
邊
町
長
に
結
果
報
告
。
主
将

の
相
澤
一
寿
く
ん
（
代
）
は
、
「
一
つ
で

も
多
く
勝
ち
、
父
兄
の
方
々
や
監
督
に

恩
返
し
し
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し

た
。ま
た
、
渡
邊
町
長
は
、「
自
分
た
ち

の
力
を
す
べ
て
出
し
切
り
、
自
信
を
持

っ
て
戦
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　町内の話題　ズームアップ

き

ま
さ
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東
京
都
町
田
市
の
消
防
ポ
ン

プ
車
が
七
ヶ
浜
町
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た

　

８
月
１
日
、
東
京
都
町
田
市
消
防
団

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
七
ヶ
浜
町

へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
譲
渡
式

が
役
場
玄
関
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

●
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
東
京
町
田
サ
ル

ビ
ア
Ｒ
Ｃ（
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）
を

通
じ
て
町
へ
と
寄
贈
さ
れ
、
当
日
は
、

塩
釜
Ｒ
Ｃ
、
七
ヶ
浜
Ｒ
Ｃ
の
会
員
の
皆

さ
ん
も
集
ま
り
ま
し
た
●
津
波
の
影

響
で
町
内
の
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ

車
２
台
が
被
災
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
消

防
ポ
ン
プ
車
は
、
松
ヶ
浜
消
防
団
の
消

防
ポ
ン
プ
車
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。
東
京
町
田
サ
ル
ビ
ア
Ｒ
Ｃ
の

落
合
孝
美
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

戻
る
よ
う
に
、
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
カ
ギ
を
渡
邊
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
渡
邊
町
長
は
「
す
ば
ら

し
い
消
防
車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
御
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

約
５
ヶ
月
の
活
動
が
終
了

多
賀
城
駐
屯
地

第
22
普
通
科
連
隊
が
撤
収

　

３
月
11
日
か
ら
町
内
で
の
人
命
救

助
、
捜
索
活
動
、
民
生
活
動
な
ど
、
町
の

復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
第
22
普

通
科
連
隊
（
以
下
「
22
連
隊
」）。７
月
下

旬
ま
で
の
約
５
ヶ
月
間
の
活
動
終
え
、

８
月
２
日
、
役
場
水
道
事
業
所
で
撤
収

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
●
撤
収
式
に
は

22
連
隊
の
隊
員
40
名
が
出
席
。
隊
を
代

表
し
國
友
昭
連
隊
長
が
「
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
激
励
の
言
葉
、
そ
し
て
た
く

さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
、
１
４
４
日

間
の
作
業
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
一
同
、
町
の
復
興
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
渡
邊
町
長
よ
り
感
謝

状
が
國
友
連
隊
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
渡
邊
町
長
は
、「
未
曾
有
の
大
震
災

か
ら
約
５
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
國
友
連
隊
長
を
は
じ
め
、
３
月

11
日
か
ら
人
命
救
助
、
捜
索
活
動
、
民

生
活
動
な
ど
様
々
な
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
ご
活

躍
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
●
ま

た
、
最
後
に
、
遠
山
・
汐
見
保
育
所
の

園
児
よ
り
、
手
作
り
の
大
き
な
メ
ダ
ル

が
隊
員
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。
「
い
ま
ま
で
ど
う
も
あ

り
が
と
う
」
と
園
児
か
ら
メ
ダ
ル
を
か

け
て
も
ら
う
と
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
顔

に
は
笑
み
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

役場駐車場で22連隊の皆さんを見送る園児ら。

6
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

　（
平
成
23
年
８
月
15
日
現
在
）

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

  

七
ヶ
浜
町
民
の
方  

59
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

　

七
ヶ
浜
町
外
の
方　

９
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現
在
、

　

身
元
不
明
の
方　

 　

２
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

　

七
ヶ
浜
町
民
の
方　

32
名　

　
　
　
　
　

計　

１
０
２
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
安
否
不
明
者　

５
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

　
避
難
所
情
報

　（
平
成
23
年
６
月
20
日
現
在
）

　

平
成
23
年
６
月
20
日
午
後
５
時
を
も
っ

て
町
内
の
避
難
所
は
閉
鎖
し
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

357
７
４
４
９

災害復興
情報七

ヶ
浜
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
応
急
仮
設
住
宅
等
入
居
者
情
報

　（
平
成
23
年
８
月
15
日
現
在
）

■
応
急
仮
設
住
宅　

1
．第
一
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
１
５
１
戸
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
４
名

２
．七
ヶ
浜
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
１
０
６
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
６
名

３
．生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前（
68
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
６
名

４
．湊
浜
旧
町
営
住
宅
跡
地（
17
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53
名

５
．松
ヶ
浜
謡
児
童
遊
園（
17
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

38
名

６
．社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
下（
14
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41
名

７
．国
際
村
第
２
駐
車
場（
48
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
４
２
１
戸

■
民
間
賃
貸
住
宅
の
応
急
仮
設
住
宅 

  

扱
い（
宮
城
県
の
決
定
分
）　

　

１
９
０
世
帯　

６
７
９
名

　

（
内
、町
外
で
の
罹
災
者
６
世
帯
20
名
）

■
そ
の
他（
親
戚
宅
や
社
宅
等
）　

　

不
明

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

　
義
援
金
寄
附
金
の
募
集

　

七
ヶ
浜
町
で
は
、
一
日
も
早
い
復
興
を
目

指
し
、
義
援
金
、
一
般
寄
附
金
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
七
ヶ
浜
町
役
場
を
名
乗
り
「
義
援

金
を
×
×
口
座
に
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
な

ど
、
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
っ
た
と
の

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
義
援
金
口
座
を

再
確
認
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
義
援
金
（
８
月
12
日
現
在　

５
０
８
件
） 

　
　
　
　
　
　

７
１
、９
１
０
、７
１
１
円

　

内
配
分
済
額
（
平
成
23
年
８
月
10
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　

５
４
、９
２
５
、０
０
０
円

　

（
配
分
後
義
援
金
額
）

　
　
　
　
　
　

１
６
、９
８
５
、７
１
１
円

●
一
般
寄
附
金（
復
興
支
援
）

　
　
　
　

（
８
月
12
日
現
在　

２
０
５
件
）

　
　
　
　
　

２
３
１
、４
３
３
、７
８
４
円

■
義
援
金

  

災
害
に
よ
る
被
災
者
に
向
け
た
義
援
金

と
な
り
ま
す
。
義
援
金
配
分
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
被
災
者
の
被
災
状
況
な
ど
に
よ
り

分
配
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
全
て

被
災
者
へ
配
分
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
被
災

者
へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
。
下
記
の
専
用
口

座
に
直
接
、
振
込
等
に
よ
り
入
金
し
て
く
だ

さ
い
。

　

●
銀
行
支
店
名

　
　

七
十
七
銀
行
七
ヶ
浜
支
店

　

●
口
座
種
別
及
び
番
号　

　
　

普
通
預
金　

９
０
０
０
８
８
７

　

●
口
座
名
義

　
　

七
ヶ
浜
町
会
計
管
理
者 
阿
部
真
也

役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財　政　課

 政　策　課

　教育総務課

　建設課(管理係) 

　　　　(施設係)

　産業課(水産商工係)

　　　　(農政係)

公共機関等電話番号

357-2111
357-7435
357-7436
357-7437
357-7438
357-7439
357-7440
357-7441
357-7442
357-7443
357-7444

　町民課(戸籍住民係)
　　　　(国保年金係)
　地域包括支援センター
　健康増進課(高齢者福祉係)
　　　　　　(保健指導係)
　地域福祉課
　会　計　課
　税務課（固定資産税係)
　　　　（住民税係)
　町税等徴収特別対策室
　環境生活課

357-7445
357-7446

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452
357-7453
357-7454

　子育て支援センター
　水道事業所(水道係)
　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ
アクアゆめクラブ
元気茶屋(ミニデイ)

357-7455
357-7456
357-7457
357-7458
357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
休館中

357-7920
357-3303

357-5031
休館中
357-2607
閉所中
362-7731
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349

357-7447

町民プール 
図書センター
給食センター
遠山保育所
汐見保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署

※遠山保育所へのお問い合わせは、汐見保育所まで
※図書センターおよびアクアリーナへのお問い合わせは、生涯学習センターまで
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357
７
４
４
９

■
一
般
寄
附
金（
復
興
支
援
）

　
町
の
一
般
財
源
と
し
て
様
々
な
行
政
活

動
の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
損
壊
し
た
公
共
施
設（
学
校
、

体
育
館
、
町
道
な
ど
）
の
修
繕
や
復
興
に
向

け
た
行
政
活
動
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
と
な
り
ま
す
。

七
ヶ
浜
町
財
政
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

zaisei@shichigahama.com

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　（
七
ヶ
浜
町
へ
の
寄
附
）

　
町
の
一
般
財
源
と
し
て
様
々
な
町
政
運

営
の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
教
育
・
福
祉
・
防
災
、
減
災
・

地
域
活
性
化
・
環
境
対
策
な
ど
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
町
政
運
営
に
充
て
る
こ
と
に

な
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
と
な

り
ま
す
。

●
手
続
き　

寄
附
申
込
書
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
等
に
よ
り
財
政
課
「
ふ
る
さ

　

と
納
税
」担
当
宛
に
送
付

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
ま
で

　
義
援
金
の
一
次
配
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

へ
、
義
援
金
受
付
団
体（
日
本
赤
十
字
社
、
中

央
共
同
募
金
会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
）、
宮
城
県
お
よ
び
七
ヶ

浜
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
、
宮
城
県
お

よ
び
七
ヶ
浜
町
災
害
義
援
金
配
分
員
会
に

お
い
て
決
定
し
た
内
容
で
配
分
い
た
し
ま

す
。

357
７
４
３
８

【
義
援
金
支
給
対
象
者
】

●
支
給
対
象

①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の
方
が
い
る
世
帯

②
災
害
障
害
見
舞
金
対
象
者

③
住
宅
全
壊（
焼
）・
大
規
模
半
壊
・

　
半
壊（
焼
）の
世
帯

④
震
災
孤
児

●
申
請
者

①
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
お
よ
び
祖
父
母

　

の
順
（
ご
遺
族
が
い
な
い
場
合
に
は
法
定

　

相
続
人
な
ど
）

※
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
場
合
に
は
そ

　

の
う
ち
の
1
人

②
災
害
に
よ
り
負
傷
、
疾
病
に
か
か
り
、
一

　

定
の
障
害
が
認
め
ら
れ
る
方

③
住
家
の
世
帯
主
。
被
災
当
時
の
世
帯
主
が

　

死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
新
し
い

　

世
帯
主
。（
同
居
遺
族
が
い
な
い
場
合
に

　

は
法
廷
相
続
人
）

④
震
災
に
よ
り
父
母
を
失
っ
た
児
童

【
申
請
方
法
】

　

災
害
弔
慰
金
・
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
・
七
ヶ
浜
町
災
害
見
舞
金
の
申
請
を

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
も
と

に
今
回
の
義
援
金
の
支
給
申
請
と
い
た
し

ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
行
方
不
明
者
の
方
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

【
支
給
日
】

●
義
援
金
受
付
団
体
お
よ
び
宮
城
県

　

６
月
15
日
～

●
七
ヶ
浜
町　

６
月
30
日
～

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

被害 対象項目
義援金受付
団体配分額

県配分額

死亡・行方不明者 350,000

350,000

180,000

180,000

150,000

100,000

100,000

70,000

20,000

500,000

町配分額

50,000

25,000

50,000

50,000

25,000

150,000

災害障害見舞金
対象者

住宅全壊(焼)

大規模半壊

住宅半壊
(大規模半壊を除く）

人的

住家

震災孤児

―

―

単
位(

円
）

　
義
援
金
の
二
次
配
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

へ
、
義
援
金
受
付
団
体（
日
本
赤
十
字
社
、
中

央
共
同
募
金
会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
）、
宮
城
県
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
を
、
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
員

会
に
お
い
て
決
定
し
た
内
容
で
配
分
い
た

し
ま
す
。

【
義
援
金
支
給
対
象
者
】

●
支
給
対
象

①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の
方
が
い
る
世
帯

②
住
宅
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

　
半
壊
の
世
帯

■
行
政
相
談

　

行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

星　

初
枝
（
菖
）
瀬
戸 

源
市
（
東
）

■
人
権
相
談

　

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

星　

 

德
光
（
菖
）
伊
藤 

せ
い
子
（
代
）

　
　

村
上 

妙
子
（
境
）
髙
原 

重
輝
（
汐
）

　
　

引
地 

淑
子
（
花
）

    

仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

■
生
活
相
談

　

生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員　

各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
９
月
13
日（
火
）、10
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
ま
で

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き　

９
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
一
人
30
分
）

  

と
こ
ろ　

水
道
庁
舎
２
階

　

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　

ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　

消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子
（
境
）

　
と
　
き　

相
談
が
あ
る
方
は
産
業
課
ま
で

　
　
　
　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ　

役
場
相
談
室

　

お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　

障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

鈴
木　

勲　

（
菖
）

　
　

川
村　

矩
子
（
遠
）

　
　

星　
　

好
男
（
東
）

■
知
的
障
害
者
相
談

　

知
的
障
害
者
の
生
活
等
に
関
す
る
相
談

　
●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　
木　

正
俊
（
松
）

357
２
４
６
１

363
２
２
２
４

362
１
３
９
４

357
２
３
１
４

357
７
４
３
６

362
２
３
３
８

357
７
４
３
６

357
７
４
４
３

の
り

こ

た
も

き

暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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◆災害対策本部（　 357-7436）　
　平日、土日祝日も開庁。午前 8時 30 分から午後 5時 15 分
◆役場各課窓口
　平日のみ開庁。午前 8時 30 分から午後 5時 15 分
◆生涯学習センター（　 357-3302）
　●中央公民館
　　7月 1日より貸館などの通常業務開始。
　●老人センター（　 357-4976）
　　 9 月 1 日（木）より、老人福祉センター「浜風」の
　入浴サービスが利用できるようになりました。
　　あわせて送迎バスも仮運行で再開いたします。
　運行ルートや時間については、老人福祉センター
　「浜風」までお問い合わせください。
　●すぱーく七ヶ浜
　　救援物資の搬入および災害ボランティアセンター 
  事務局となっているため、当分の間は利用すること
  ができません。
◆図書センター
　地震による損傷があるため、当分の間は利用するこ
とができません。
※お問い合わせは、生涯学習センターまで。
◆歴史資料館（　 365-5567）
　7 月 1 日より通常業務開始。
◆七ヶ浜国際村（　 357-5931）
　7月 1日より貸館などの通常業務開始。
◆町内のスポーツ施設
　●アクアリーナ
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　※お問い合わせは、生涯学習センターまで

　●アクアゆめクラブ事務局 (☎357-7920）
　　通常どおり業務を行っています。
　●町民体育館
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　●サッカースタジアム
　　芝養成のため9月末まで利用することができ　
　ません。
　●野球場
　　通常どおり利用できます。
  ●テニスコート
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　●第 1スポーツ広場、キャンプ場
　　応急仮設住宅用地のため使用停止。
  ●第 2スポーツ広場
　　通常どおり利用できます。 
　●町民プール
　　5月 1日より営業を開始しています。
　　【土・日・祝日】　午後 5時まで
　　【火～金曜日】　午後 8時まで
　●武道館
　　通常どおり利用できます。
　※上記 9施設へのお問い合わせは、アクアゆめク
　　ラブまで　　

震災の影響で、現在遠山保育所の安全確保が難しく危険であることから、

4月11日より、汐見保育所1か所での合同保育を行っています。

③
母
子
父
子
世
帯

●
申
請
者

①
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
お
よ
び
祖
父
母

　

の
順
（
ご
遺
族
が
い
な
い
場
合
に
は
法
定

　

相
続
人
な
ど
）

※
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
場
合
に
は
そ

　

の
う
ち
の
1
人

②
住
家
の
世
帯
主
。
被
災
当
時
の
世
帯
主
が

　

死
亡
、
行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
新
し
い

　

世
帯
主
。（
同
居
遺
族
が
い
な
い
場
合
に

　

は
法
廷
相
続
人
）

③
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
住
家
を
受
け
、

　

震
災
時
に
母
子
（
父
子
）
世
帯
で
あ
っ
た

　

方
若
し
く
は
震
災
に
起
因
す
る
理
由
に

　

よ
り
配
偶
者
が
死
亡
し
母
子
（
父
子
）
世

　

帯
と
な
っ
た
方
。（
児
童
と
は
、
平
成
４
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
11
日
に

　

生
ま
れ
た
方
）

【
申
請
方
法
】

　
支
給
対
象
の
「
①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の

方
が
い
る
世
帯
」、「
②
住
宅
全
壊（
焼
）・
大

規
模
半
壊
・
半
壊
（
焼
）
の
世
帯
」
に
つ
い
て

は
、
災
害
弔
慰
金
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
、
七
ヶ
浜
町
災
害
見
舞
金
の
申
請
を
さ

れ
た
方
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
義
援
金
の

支
給
申
請
と
し
ま
す
の
で
、
改
め
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
③
母
子
父
子
世
帯
」に
つ
い
て
は
、
新
た

な
申
請
が
必
要
で
す
。
り
災
証
明
書
、
戸
籍

謄
本（
当
町
に
本
籍
が
な
い
場
合
）、
申
請
者

（
父
ま
た
は
母
）の
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
８

月
１
日
よ
り
地
域
福
祉
課
窓
口
で
申
請
受

付
い
た
し
ま
す
。

●
支
給
日　

８
月
３
日（
水
）～

【
配
分
金
額
】

　

下
表
の
と
お
り　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

被害 対象項目
義援金受付
団体配分額

県配分額

死亡・行方不明者 500,000

500,000

470,000

270,000

―

50,000

30,000

30,000

住宅全壊

大規模半壊

半壊
(大規模半壊を除く）

人的

住家

200,000母子・父子家庭 ―

　
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
害
を
受
け

た
建
物
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
七
ヶ
浜
町
で

は
下
記
の
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
５
月
18
日
ま
で
提
出
書
類
が

す
べ
て
整
っ
て
い
る
方
は
、
平
成
23
年
５
月

31
日
に
口
座
へ
振
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
随
時
振
込
の
事
務
処

理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
災
害
見
舞
金
の
額

　

【
全
壊
】

　

（
り
災
証
明
書
の
全
壊
お
よ
び
大
規
模
半
壊
）

　

自
家　

10
万
円

　

借
家　

７
万
円

　

【
半
壊
】（
り
災
証
明
の
半
壊
）

　

自
家　

５
万
円

　

借
家　

３
万
円

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

公共機関　開館・閉館状況
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

●
対
象
と
な
る
世
帯

　

被
災
当
時
に
居
住
し
て
い
た
家
屋
が
、
り

災
証
明
書
で
「
全
壊
」
お
よ
び
「
大
規
模
半

壊
」
と
証
明
さ
れ
た
世
帯
。
ま
た
は
住
宅
が

半
壊
し
、
ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生

じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世

帯●
支
給
額

　

支
給
額
は
、
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
基
礎
支
援
金
と
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
加
算
支
援
金
に
な
り

ま
す
。（
世
帯
人
数
が
１
人
の
場
合
に
は
該

当
欄
の
金
額
の
４
分
の
３
の
額
）

【基礎支援金】

【加算支援金】

住宅の
被害程度

住宅の
再建方法

支給額 100万円 100万円 50万円

全　壊 解　体 大規模半壊

建設・購入 補　修
　 賃　借
(公営住宅以外）

●
支
給
日

　

時
期
未
定（
随
時
支
払
い
を
実
施
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

支給額 200万円 100万円 50万円

　
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
方

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
自

然
災
害
に
よ
り
、
死
亡
さ
れ
た
町
民
の
ご
遺

族
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
遺
族
の
範
囲

　

・
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

　
　

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

　
　

に
あ
っ
た
者
を
含
み
、
離
婚
の
届
出
を

　
　

し
て
い
な
い
が
事
実
上
離
婚
し
た
と

　
　

同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
除
く
）、

　
　

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母（
上
記
直
系
遺

　
　

族
が
い
な
い
場
合
、
兄
弟
姉
妹
）

●
弔
慰
金
の
額

　

・
死
亡
者
が
弔
慰
金
を
受
け
取
る
遺
族

　
　

の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
た

　
　

場
合　

５
０
０
万
円

　

・
そ
の
他
の
場
合　

２
５
０
万
円

●
支
給
日　

６
月
20
日
～

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

　
災
害
障
害
者
見
舞
金
を

　
支
給
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
方

　

災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
ま
た
は
疾
病
に
か

か
り
、著
し
い
障
害
を
受
け
た
方

●
災
害
障
害
見
舞
金
の
額

　

・
世
帯
の
生
計
維
持
者
が
重
度
の
障
害

　
　

を
受
け
た
場
合　

２
５
０
万
円

　

・
そ
の
他
の
も
の
が
重
度
の
障
害
を
受

　
　

け
た
場
合　

１
２
５
万
円

●
支
給
日　

　

手
続
き
後
速
や
か
に
支
給
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
・

　
開
催
に
つ
い
て

■
七
の
市
を
当
面
の
間
休
止
し
ま
す

　

毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
七
の
市
」

に
つ
い
て
、
当
面
の
間
休
止
し
ま
す
。
開
催

が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、産
業
課
ま
で

357
７
４
４
３

　
七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
放
射
線
量
等

　
の
調
査
状
況
に
つ
い
て

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、

放
射
線
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
る
方
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
放
射
線
量
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
月
16
日
か
ら
現
在
ま
で
、
宮
城
県
原

子
力
安
全
対
策
室
の
方
か
ら
「
宮
城
県
内
の

放
射
線
量
に
つ
い
て
、
健
康
に
影
響
を
与
え

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
報

告
を
受
け
て
お
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。町
で
も
、
随
時
測
定
し
、
結
果
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
仲
道
郁
代
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ピ
ア

　
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
曲
公
演
第
４
弾
を

　
９
月
24
日
に
開
催
し
ま
す

　

ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
８
月
28
日
（
日
）「
仲
道
郁
代
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン　

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
曲
公
演
第

４
弾
」
は
延
期
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
を
変
更
し
、
９
月
24
日（
土
）に
開
催
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
国
際
村
ま
で

357
５
９
３
１

　
農
地
の
瓦
礫
撤
去
に
つ
い
て
の

　
お
知
ら
せ

357
７
４
４
４

　

町
内
の
農
地
に
あ
る
瓦
礫
撤
去
に
つ
い

て
、
環
境
等
に
配
慮
し
て
６
月
中
旬
よ
り
、

阿
川
地
区
の
一
部
（
松
ヶ
浜
字
新
林
崎
・
字

上
納
、
菖
蒲
田
浜
字
新
大
谷
地
の
一
部
）
に

つ
い
て
撤
去
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
他
地
区
の
農
地
の
瓦
礫
撤
去
に
つ
い

て
は
、
７
月
下
旬
よ
り
段
階
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

作
業
個
所
に
つ
い
て
は
、
瓦
礫
の
量
等
で

多
少
前
後
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
重
機
に
よ

る
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
農
地
の
復
旧
を
念

頭
に
置
い
て
作
業
を
心

が
け
て
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

産
業
課
ま
で

　
七
ヶ
浜
土
地
改
良
区
か
ら
の
お
知

　
ら
せ

　

七
ヶ
浜
土
地
改
良
区
事
務
所
は
、
震
災
に

よ
り
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
事
務
所

の
復
旧
は
目
処
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
応
急
措
置
と
い
た
し
ま

し
て
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
８
０
―
６
０
５
４
―
３
９
８
４

　

（
職
員
に
支
給
し
た
携
帯
電
話
と
な
っ
て

　

お
り
ま
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
右
記
電
話
番
号
ま
で
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①
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況

●
実
施
方
法
　　

　

町
職
員
が
簡
易
型
放
射
線
測
定
器
に
よ

り
、役
場
前
・
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
を
地
表
面 

よ
り
１
ｍ
、
０
・
５
ｍ

の
高
さ
で
測
定
を
実
施
。
測
定
は
１
分
お
き

に
５
回
（
５
分
間
）
測
定
し
、
平
均
値
（
少
数

点
第
３
位
を
四
捨
五
入
）
を
測
定
結
果
と
し

て
い
ま
す
。

●
測
定
結
果

(1)
役
場
駐
車
場　

※
６
月
30
日
か
ら
８
月
19
日
現
在
ま
で
、
計
37

　

回
測
定
し
て
お
り
、
右
表
は
、
８
月
19
日
時

　

の
数
値
で
す
。
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、

　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
現
在
ま
で
、
計
16

　

回
測
定
し
て
お
り
、
左
表
は
、
８
月
18
日
時

　

の
数
値
で
す
。
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、

　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
測
定
月
日　

７
月
27
日

【
３
号
炉
】　

・
ヨ
ウ
素
Ｉ
―
１
３
４ ：

不
検
出　

・
セ
シ
ウ
ム
Cs
―
１
３
４：

８
７
０
Bq
／
Kg

・
Cs
―
１
３
７：

１
、０
８
５
Bq
／
Kg 

【
４
号
炉
】

・
ヨ
ウ
素
Ｉ
―
１
３
４：

不
検
出　

・
セ
シ
ウ
ム
Cs
―
１
３
４：

８
４
７
Bq
／
Kg

・
Cs
―
１
３
７：

１
、０
５
５
Bq
／
Kg

※
飛
灰
と
は
、
ろ
過
式
集
じ
ん
器
で
捕
集
し

　

た
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
ダ
ス
ト
（
ば

　

い
じ
ん
）を
い
う
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
気
濃
度
調
査

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
気
濃
度
調
査
（
第
１

　

次
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）　

６
月
15
日
、
が
れ

　

き
１
次
仮
置
き
場
周
辺
・
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
前
で
実
施
し
ま
し
た
。 

●
結
果　

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維　

不
検
出

　

今
後
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
大
気
濃
度
調
査
第

２
次
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

場
所
・
結
果
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、
公
表

い
た
し
ま
す
。　

　

生
活
環
境
に
お
い
て
は
、
通
常
の
大
気
環

境
と
同
様
の
結
果
で
し
た
が
、
建
築
物
の
解

体
作
業
や
が
れ
き
の
撤
去
作
業
現
場
で
は
、

粉
じ
ん
が
飛
散
し
て
い
る
場
所
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
作
業
さ
れ
る
方
は
、

安
全
靴
、
ゴ
ム
手
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
適
切
な

規
格
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
及
び
ゴ
ー
グ
ル
な

ど
を
着
用
し
、
身
の
安
全
の
確
保
に
努
め
る

よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
土
壌
汚
染
調
査

 　

土
壌
汚
染
対
策
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

　

特
定
有
害
物
質
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

　

調
べ
、
二
次
被
害
を
防
止
し
、
町
民
の
健

　

康
を
確
保
す
る
た
め
に
、
６
月
23
日
、
湊

　

浜
緑
地
公
園
・
代
ヶ
崎
浜
谷
地
公
園
を

　

実
施
し
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
後

　

日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
生
活
課
ま
で

②
塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー
配
布

  

乾
燥
汚
泥
肥
料
中
の

  

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

　

放
射
能
基
準
値 

２
０
０
Bq
／
Kg
以
下

（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
お
よ
び
１
３
７
の
合
計

量
）
に
対
し
４
７
Bq
／
Kg 

と
基
準
値
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
測
定
月
日　

７
月
15
日

・
ヨ
ウ
素
Ｉ
―
１
３
４ ：

不
検
出

・
セ
シ
ウ
ム
Cs
―
１
３
４：

２
６
Bq
／
Kg

・
Cs
―
１
３
７：

２
１
Bq
／
Kg

③
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
の
ご
み
焼
却

　
施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質
測
定
結
果

　
　

ご
み
焼
却
施
設
に
お
け
る
飛
灰
の
放

　

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
に
つ
い
て
は
、
埋
立

　

処
分
を
可
能
と
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

　

濃
度
の
目
安
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
Kg

　

に
対
し
、
次
の
検
査
結
果
で
す
の
で
「
福

　

島
県
内
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
の
方
針
」

　

（
平
成
23
年
６
月
23
日
環
境
省
）
に
準
拠

　

し
て
埋
立
処
分
し
ま
す
。

357
７
４
５
４

測定月日

天　　候

測定時間

測定結果

地上1ｍ

測定結果

地上0,5ｍ

 8月19日

曇　　り

午前

 8時30分

  0.10

  0.11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

測定施設

亦楽小学校

松ヶ浜小学校

汐見小学校

七ヶ浜中学校

向洋中学校

汐見保育所

和光幼稚園

松ヶ浜幼稚園

遠山幼稚園

汐見台幼稚園

第二柏幼稚園

測定時刻

午前9時25分

午後1時30分

午前11時23分

午前9時40分

午後2時32分

午前10時25分

午後1時7分

午後2時

午後3時

午前11時5分

午前10時5分

測定場所

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

地上からの

高さ1ｍ

0.10

0.08

0.10

0.10

0.11

0.09

0.06

0.10

0.10

0.11

0.11

地上からの

高さ0.5ｍ

0.10

0.09

0.10

0.11

0.11

0.08

0.07

0.11

0.11

0.10

0.11

(2)
町
立
小
中
学
校
・
保
育
所
・
私
立
幼
稚

　

園（
校
庭
・
園
庭
）

●
測
定
月
日　

８
月
18
日（
木
）

●
天
　
　
候　

曇
り

※
測
定
機
器
は
、
簡
易
型
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

　

（
Ｐ
Ａ
―
１
０
０
０
）を
使
用
。

※
文
部
科
学
省
に
よ
る
学
校
に
お
け
る
放

　

射
線
量
の
暫
定
基
準
毎
時
３
・
８
マ
イ

　

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
学
校
な
ど
で

　

は
野
外
活
動
を
制
限
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各
種
証
明

震
災
関
係
情
報

■
被
災
証
明
書

　

家
屋
以
外
の
動
産
（
家
財
等
）
が
七
ヶ
浜

町
内
で
被
災
し
た
場
合
、
本
人
の
届
出
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。
申
請
に
印
鑑

は
不
要
で
す
。
総
務
課
で
受
付
、
即
日
発
行

し
ま
す
。

●
と
　
き　

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

357
７
４
３
６

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

七
ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
申
込
方
法　

電
話
か
直
接
同
セ
ン
タ
ー

　

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
８
０
―
５
９
４
９
―
８
４
５
２　

　

☎
０
９
０
―
６
８
５
３
―
４
４
９
０

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
付
時
間
お
よ
び
活
動
終
了
予
定
時
間

　
・
受
付　

午
前
９
時

　

・
終
了　

午
後
４
時
終
了
予
定

●
活
動
内
容

　

が
れ
き
の
撤
去
（
砂
浜
な
ど
）、
側
溝
清

掃
、そ
の
他

■
家
の
片
付
け
な
ど
、
私
た
ち
が
手

　
伝
い
ま
す
！

●
依
頼
方
法
・
受
付
時
間

　

電
話
か
直
接
七
ヶ
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
　
所　

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜

●
受
付
番
号

　

☎
０
８
０
―
５
９
４
９
―
７
３
６
８　

　

☎
０
８
０
―
５
９
４
９
―
７
３
６
９

●
活
動
内
容

　

浸
水
家
屋
の
家
財
や
畳
の
運
び
出
し
、
危

険
を
伴
わ
な
い
も
の
、
高
齢
世
帯
・
一
人
暮

ら
し
の
方
の
家
の
片
づ
け
、そ
の
他
要
相
談

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
中
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
右
記
電
話
番
号
ま
で

　
津
波
被
害
に
よ
り
流
失
し
た

　
遺
失
物
の
縦
覧

　

津
波
で
流
さ
れ
た
写
真
、
賞
状
、
位
牌
な

ど
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
貴
重
品
類
以
外
の
も
の
】

●
と
　
き　

土
日
祝
日
の
み

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜

※
所
有
者
が
判
明
で
き
る
一
部
の
遺
失
物 

  

に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
で
お
預
か
り   

  

し
て
い
ま
す
。

【
貴
重
品
類
】

　

貴
重
品
類
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
（
塩
釜

警
察
署
）、
七
ヶ
浜
交
番
（
湊
浜
）
に
遺
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

■
東
北
一
斉
「
法
務
な
ん
で
も
相
談
所
」

　

仙
台
法
務
局
で
は
、
東
北
一
斉
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
震
災
に
よ
り
壊
れ
た
建

物
の
登
記
や
境
界
等
に
関
す
る
ご
相
談
の

ほ
か
、
遺
言
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護

に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
、

公
証
人
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要

で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
と
　
き　

９
月
11
日（
日
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

　

七
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

ま
た
、
法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の

不
動
産
や
会
社
の
登
記
に
つ
い
て
の
相
談

を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
☎
０
１
２
０
―
２
２

７
―
７
４
６
」で
も
応
じ
て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間

　

・
平
日　

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

・
休
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
法
務
局
庶
務
課

　

ま
で

225
５
６
８
９

　
上
下
水
道

■
汚
水
処
理
場

　「
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

　

仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
七
ヶ
浜
町
を
含

む
３
市
２
町
（
仙
台
市
、
塩
釜
市
、
多
賀
城

市
、
利
府
町
）
の
約
32
万
人
分
の
汚
水
を
処

理
し
て
お
り
、
多
賀
城
市
大
代
地
区
に
位
置

し
て
い
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

震
災
当
初
は
、
汚
水
を
浄
化
お
よ
び
処
理

す
る
施
設
が
全
て
機
能
停
止
と
な
り
、
処
理

で
き
な
い
汚
水
が
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ

る
状
況
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
緊

急
的
な
対
応
を
実
施
し
、
現
在
は
、
各
家
庭

や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
継
続
的

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
下
水
の
処
理
も

暫
定
処
理
に
て
放
流
で
き
る
ま
で
に
復
旧

し
て
い
ま
す
。

●
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
臭
気
対
策

　
に
つ
い
て

　

汚
泥
処
理
施
設
が
機
能
を
回
復
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
場
内
に
仮
置
き
し
て
い
る

汚
泥
等
に
よ
る
悪
臭
対
策
と
し
て
消
臭
剤

の
散
布
（
１
日
４
回
）
や
場
内
に
仮
置
し
た

汚
泥
に
シ
ー
ト
と
覆
土
を
す
る
等
臭
気
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
場
内
に
仮
置
し
た
汚
泥
の
搬
出
に

つ
い
て
は
、
固
化
剤
撹
拌
及
び
搬
出
時
の
臭

気
を
考
慮
し
、
夏
場
は
避
け
て
出
来
る
だ
け

寒
い
時
期
に
着
手
し
、
年
内
中
に
場
外
へ
搬

出
す
る
予
定
で
す
。

都
市
基
盤
情
報

　
応
急
仮
設
住
宅

　
各
種
相
談

■
応
急
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
の
申
し
込
み

　

今
回
の
震
災
で
、
住
ん
で
い
た
住
居
が
半

壊
以
上
の
被
災
を
受
け
、
な
お
か
つ
現
在
住

む
と
こ
ろ
が
な
い
応
急
仮
設
住
宅
要
件
に

該
当
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
七
ヶ
浜
国
際
村

第
２
駐
車
場
に
あ
る
仮
設
住
宅
を
提
供
し

ま
す
。９
月
12
日
（
月
）
ま
で
町
地
域
福
祉
課

窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
決
定
い

た
し
ま
す
。

●
提
供
戸
数　

４
戸

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

<「法の日」無料法律相談 >

●と　き　10月3日（月）午前10時～午後3時まで

●ところ　水道庁舎2階会議室　予約不要・相談は無料です。
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●
下
水
処
理
の
状
況
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
段
階
的
に
施
設
を
復
旧
し
、
処

理
水
質
を
向
上
さ
せ
、
焼
却
施
設
を
除
く
全

施
設
を
平
成
二
十
四
年
十
二
月
ま
で
に
は

震
災
前
の
状
況
に
復
旧
し
、
従
前
の
水
質
を

確
保
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
引
き

続
き
節
水
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
被
災
状
況
、
発
災

初
期
の
対
応
か
ら
現
在
の
復
旧
状
況
は
『
仙

塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
復
旧
だ
よ
り
』
と
し
て
宮

城
県
中
南
部
下
水
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
更
新
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
を
ご

覧
願
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
中
南
部
下
水

　

道
事
務
所

367
４
０
０
１

■
町
内
の
下
水
道
施
設
に
つ
い
て

　

町
内
の
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
及
び
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
菖
蒲
田
浜
字

東
原
、
湊
浜
緑
地
公
園
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
を
除
き
、
仮
設
工
事
等
で
対
処
し
ポ
ン
プ

が
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
計
画
停
電
等
に
よ

り
停
電
に
な
る
と
、
ポ
ン
プ
設
備
が
停
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
節
水
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
下
水
道

　

係
ま
で

357
７
４
５
７

　
電
　
話

■
固
定
電
話
お
よ
び
光
回
線
が

　
不
通
の
方
は
、左
記
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　

・
ア
ナ
ロ
グ
回
線
の
固
定
電
話

　
　

（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
含
む
）

　
　

 　

１
１
３

　

・
光
回
線（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
な
ど
）

　
　
　

 

０
１
２
０
―
２
４
２
７
５
１

　
電
　
気

■
電
気
復
旧
情
報　

　
電
柱
等
流
失
し
て
い
る
菖
蒲
田
浜
の
一

部
、
花
渕
浜
の
一
部
、
代
ヶ
崎
浜
の
一
部
は

現
在
未
定
で
す
。
浸
水
し
て
い
な
い
家
屋

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
家
屋
ま
で
の
間
に
電

柱
等
の
設
備
が
壊
れ
て
い
る
場
合
や
家
屋
が

離
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
通
電
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
東
北
電

力
㈱
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

東
北
電
力
塩
釜
営
業

　

所
ま
で

365
９
９
８
１

225
６
４
２
１

783
９
０
２
１

225
５
２
３
０

　
金
　
融

■
中
小
企
業
支
援
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
た

中
小
企
業
の
方
々
の
資
金
繰
り
、
事
業
再
建

等
の
主
な
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
　
日

　

・
宮
城
県
保
証
協
会
経
営
支
援
部

　　

・
本
店
営
業
部

　

・
仙
台
東
支
店

　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

●
土
・
日
・
祝
日（
本
店
一
括
対
応
）

　

・
経
営
支
援
部

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

 

な
お
、
各
お
取
引
先
金
融
機
関
で
も
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
勤
労
者
向
け
地
震
災
害
特
別
融
資
制
度
の

お
知
ら
せ
】

　

宮
城
県
で
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
勤
労
者
を
対
象
に
、
東
北
労
働
金
庫
と
提

携
し
生
活
資
金
の
融
資
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
使
　
途　

罹
災
に
よ
る
家
屋
等
の
修
繕

　

費
用
、
家
財
道
具
購
入
費
用
、
罹
災
車
両

　

の
買
換
費
用
、
傷
病
の
治
療
費
、
葬
祭
費

　

用
、災
害
時
の
当
座
の
生
活
資
金
、等

●
融 

資 
額　

最
高
２
０
０
万
円

●
融
資
金
利　

年
０
・
８
％

　
　
　
　
　
　

（
別
途
保
証
料
が
必
要
）

●
融
資
期
間　

10
年
以
内

●
申
込
期
間　

９
月
30
日
ま
で

＊
お
問
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
雇
用
対
策
課
ま

　

で

211
２
７
７
１

225
５
２
３
０

　
住
　
宅

　

生
活
基
盤
情
報

■
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

　「
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
」　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊

し
た
住
宅
」
を
市
町
村
が
業
者
に
依
頼
し
て

一
定
の
範
囲
内
で
応
急
修
理
す
る
制
度
で

す
。

●
対
象
世
帯

　
以
下
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
の
被
害
を
受
け

　

た
こ
と 

（
市
町
村
が
発
行
す
る
り
災
証

　

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。 

な
お
、
全

　

壊
の
場
合
で
も
、
応
急
修
理
を
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
居
住
が
可
能
と
な
る
場
合
は
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

・
応
急
修
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
避
難
所

　

な
ど
へ
の
避
難
を
要
し
な
く
な
る
と
見

　

込
ま
れ
る
こ
と
。

・
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
こ
と
。

●
所
得
制
限
な
ど

　
平
成
21
年
度
の
世
帯
全
体
の
年
収
等
が

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

・
世
帯
全
体
の
年
収
が
５
０
０
万
円
以
下
の

　

場
合

・
世
帯
全
体
の
年
収
が
５
０
０
万
円
超
、
７

　

０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
世
帯
主
が
45

　

歳
以
上
ま
た
は
要
援
護
世
帯

・
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
こ
と

　

た
だ
し
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
全
壊
の
住

　

家
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
所

　

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
住
宅
の
応
急
修
理
の
内
容

　

住
宅
の
応
急
修
理
は
、
居
室
、
炊
事
場
、
便

所
な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
部
分
で
あ
っ
て
、
よ
り
緊
急
を
要

す
る
箇
所
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
緊
急
度

の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
屋
根
、柱
、床
、
外
壁
、基
礎
等

　

②
ド
ア
、窓
な
ど
の
開
口
部

　

③
上
下
水
道
、電
気
、ガ
ス
等
の
配
管
、配
線

　

④
衛
生
設
備

※
地
震
の
被
害
と
直
接
関
係
の
あ
る
修
理

　

の
み
が
対
象
で
す
。

※
内
装
に
関
す
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
対

　

象
外
で
す
。

※
家
電
製
品
は
対
象
外
で
す
。

●
限
度
額

　

・
一
世
帯
あ
た
り
52
万
円

　

・
同
一
世
帯
（
１
戸
）
に
２
以
上
の
世
帯

　
　

が
居
住
し
て
い
る
場
合
で
も
、
右
記
一

　
　

世
帯
あ
た
り
の
限
度
額
以
内
と
な
り

　
　

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
ま
で

357
７
４
４
２
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■
公
的
年
金
の
遺
族
給
付

　

公
的
年
金
の
加
入
者
や
、
か
つ
て
の
加
入

者
で
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
死
亡
し

た
と
き
に
は
、
一
定
の
遺
族
に
「
遺
族
給
付
」

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
遺
族
厚
生
年
金
】

●
支
給
要
件

・
死
亡
日
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方

・
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
初
診
日
の
あ

る
ケ
ガ
や
病
気
で
初
診
日
か
ら
５
年
以

内
に
死
亡
し
た
方

・
障
害
厚
生
年
金
の
障
害
等
級
１
・
２
級

の
受
給
権
者
の
方

・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
ま
た
は
老

齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て

死
亡
し
た
方

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

　

遺
族
厚
生
年
金
を
も
ら
え
る
遺
族
は
次

の
順
に
な
り
ま
す

①
配
偶
者
（
妻
の
場
合
年
齢
は
問
わ
れ
な
い

　

が
、
夫
の
場
合
55
歳
以
上
）、
子（
18
歳
に

　

到
達
し
た
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
で
婚

　

姻
し
て
い
な
い
子
ま
た
は
障
害
等
級
１

　

級
・
２
級
の
20
歳
未
満
の
子
）

※
妻
が
夫
の
死
亡
当
時
30
歳
未
満
で
、
18
歳

　

未
満
の
子
供
が
い
な
い
場
合
は
、
５
年
間

　

の
有
期
年
金
と
な
り
ま
す
。

※
妻
と
子
の
場
合
に
支
給
さ
れ
、
子
は
支
給

　

停
止
。
夫
と
子
の
場
合
は
子
に
支
給
さ

　

れ
、夫
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

②
父
母（
55
歳
以
上
）

③
孫（
要
件
は
子
と
同
じ
）

④
祖
父
母（
55
歳
以
上
）

●
必
要
書
類

　

死
亡
診
断
書
の
写
し
、
年
金
証
書
（
亡
く

な
っ
た
方
と
請
求
者
の
も
の
）、
所
得
証
明

書（
請
求
者
の
も
の
）、
年
金
加
入
期
間
確
認

通
知
書
（
共
済
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方

の
場
合
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
５
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

●
支
給
要
件

・
死
亡
し
た
人
が
国
民
年
金
の
第
1
号
被

保
険
者
と
し
て
、
保
険
料
を
３
年
以
上

納
め
て
い
た
方

・
死
亡
し
た
人
が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
の
両
方
と
も
支
給
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
方

・
遺
族
の
中
に
子
（
18
歳
に
達
し
た
後
は

じ
め
て
到
来
す
る
３
月
31
日
ま
で
の
子

ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
害
等
級
１
級
・

２
級
の
子
で
、
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い

子
）
が
い
な
い
た
め
遺
族
年
金
が
も
ら

え
な
い
方

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

　

死
亡
一
時
金
の
も
ら
え
る
遺
族
は
次
の

順
に
な
り
ま
す
。（
死
亡
の
当
時
、
死
亡
し
た

人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
人
に
限
る
）

　

①
配
偶
者

　

②
子

　

③
父
母

　

④
孫

　

⑤
祖
父
母

　

⑥
兄
弟
姉
妹

●
必
要
書
類

　

年
金
手
帳（
亡
く
な
っ
た
方
の
も
の
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

　
福
　
祉

■
国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
の
保
険

　
料
免
除

　

被
災
し
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に

つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
ご
本
人
の
申
請
に
基

づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な

り
ま
す
。ま
た
、
被
災
の
状
況
は
、「
り
災
証

明
書
」で
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
免
除
等
の
承
認
期
間

・
平
成
23
年
７
月
分
か
ら
平
成
24
年
６
月

分
ま
で
の
保
険
料
の
免
除

●
必
要
書
類

　

年
金
手
帳
、り
災
証
明
書
、認
印

※
り
災
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
被
災
状
況

　

届
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
国
保
年
金
係

　

ま
で

357
９
０
７
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■
労
働
保
険
料
等
の
免
除
の
特
例

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
事
業
主
の
方
は
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
は
、
労
働
保
険
料
等
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
免
除
の
要
件

・
３
月
11
日
に
特
定
被
災
区
域
（
宮
城

県
全
域
が
該
当
）
に
所
在
し
て
い
る

こ
と
。

・
大
震
災
に
よ
り
損
壊
等
の
被
害
が
生

じ
る
な
ど
に
よ
り
、
休
業
ま
た
は
事

業
活
動
を
縮
小
し
て
い
る
こ
と
。

・
大
震
災
発
生
前
の
直
近
の
賃
金
支
払

月
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
賃
金
額

と
比
べ
て
、
労
働
者
一
人
当
た
り
の

１
ヶ
月
間
の
賃
金
額
が
２
分
の
１
未

満
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、宮
城
県
労
働
局
ま
で

229
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２

【
未
支
給
請
求
】

●
支
給
要
件

・
年
金
給
付
の
う
ち
、
受
給
権
者
が
生
存

中
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

年
金
給
付
で
受
給
権
者
が
請
求
し
た
後

死
亡
し
て
支
給
を
受
け
な
か
っ
た
と

き
、
ま
た
は
死
亡
し
て
請
求
で
き
な
か

っ
た
と
き
は
一
定
範
囲
の
遺
族
の
名
で

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

・
支
給
の
対
象
者
、
優
先
順
位
は
死
亡
一

時
金
と
同
じ

●
必
要
書
類

　

年
金
手
帳（
亡
く
な
っ
た
方
の
も
の
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
５
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
の
遺
族
給
付
に
係
る
共
通
の
必

要
書
類

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
請
求
者
の
方
の
も
の
）

・
住
民
票
除
票

（
亡
く
な
っ
た
方
な
も
の
）

・
戸
籍
謄
本

（
亡
く
な
っ
た
方
と
請
求
者
の
方
の
続
柄

が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
請
求
者
の
通
帳

・
認
印

・
生
計
同
一
申
立
及
び
証
明
書

　

（
請
求
者
と
な
く
な
っ
た
方
が
別
に
住
所

を
有
す
る
時
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
課
ま
で357

７
４
４
６

年金手帳
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◆ベビールーム「めんこ ・めんこ」◆
　2 か月から 6 か月の赤ちゃんと保
護者の方を対象に、ベビーマッサージ
やフリートークで楽しく過ごします。     
　●と　き　9 月 27 日（火）午前 10 時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　バスタオル、タオル2枚、
　　　　 　　　　オムツ、ミルク（母乳）、母子手帳
　●申　込　9 月 22 日（木）まで

◆あそぼ・あそぼ◆
　今回は「お散歩しましょ !」です。親
子でお散歩を楽しみましょう。
　●と　き　9 月 30 日（水）午前 10 時～
　●ところ　子育て支援センター
　●申　込　9 月 26 日（月）

◆子どものこころの健康相談◆
　災害を体験した子どものこころと身体
は、いろいろなサインを出しています。
　「ささいな事におびえる・食欲がない
など」これらの状況を緩和し乗り越える
ための対応について相談・支援します。
　●と　き　9 月 5 日（月）、16 日（金）、
　　　　　　　　26 日（月）
　　午前10時～午後4時30分（予約制）
　●ところ　子育て支援センター

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆

（子育て支援センター自由開放日）

　子育て支援センターを開放しま

す。お子さんと一緒に、自由に遊べ

る室内広場です。また、保育士・保

健師が子育ての相談に応じていま

す。

【９月～ 10 月上旬の開放日】

●９月

　1 日（木）・2 日（金）・5 日（月）・

6 日（火）・8 日（木）・9 日（金）・

12 日（月）・13 日（火）・16 日（金）・

20 日（火）・21 日（水）・22 日（木）・

27 日（火）・28 日（水）・29 日（木）・

30 日（金）　※9 月 27 日は午後の

み

●10 月（上旬分）

 3 日（月）・4 日（火）・5 日（水）・

7 日（金）・11 日（火）・13 日（木）・

14 日（金）

　※いずれも午前 9 時～午後 4 時

（都合により変更する場合もあります）

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆
　一時保育利用を考えている方を対
象に、まつぼっくり広場を開放しま
す。親子で一緒に遊びましょう。

　●と　き　９月6日（火）、2０日（火）

　　　　　　午前 10 時～ 11 時

　●ところ　まつぼっくり広場

　●人　数　1 日 5 組（要予約）
◆絵本と仲良し◆

　図書センターからの移動図書館。い
ろいろな絵本に触れ合う事ができま
すよ。
　●と　き　9 月 13 日（火）
　　午前 10 時 30 分～午前 11 時
　●ところ　子育て支援センター

◆親子遊び◆
　今回は『ミニ運動会』です。こどもは
動くのが大好き！！ また、7 月から
9 月生れのお子さんの誕生会を行い
ます。
　●と　き　9 月 16 日（金）
　　　　　　 午前 9 時 45 分～
　●ところ 　　子育て支援センター
　●申込締切　9 月 14 日（水）

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　　357-7455

子育て支援センターだより

357
７
４
４
８

■
平
成
23
年
８
～
９
月
の
各
種
乳
幼

　

児
健
診
並
び
に
集
団
予
防
接
種

【
３
歳
児
健
康
診
査
】

●
と　

き　

９
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対　

象　

　

平
成
20
年
３
月
１
日
～
31
日
出
生
児

【
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
】

●
と　

き　

９
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対　

象　

　

平
成
22
年
２
月
１
日
～
28
日
出
生
児

　

※
希
望
者
に
は
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す

　
　

（
フ
ッ
素
塗
布
１
０
０
円
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
と　

き　

10
月
１
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

●
と
こ
ろ　

指
定
医
療
機
関

●
対　

象　

20
歳
以
上
の
女
性

【
３
～
４
か
月
児
健
康
診
査

　
　
　

（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
も
同
時
実
施
）】

●
と　

き　

10
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対　

象　

　

平
成
23
年
５
月
26
日
～
７
月
６
日
出
生
児

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、健
康
増
進
課
ま
で

　

保　

健

　

税
■
９
月
の
納
税（
納
期
限
９
月
30
日
）

　

今
月
は
、
固
定
資
産（
都
市
計
画
）
税
の
２

期
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
１
期
で
、
納
期
限
は

９
月
30
日
（
金
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。納
期

357
７
４
５
３

限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促
手
数

料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
徴
税
等
徴
収
特
別
対

　

策
室
ま
で

■
夜
間
の
町
税
等
納
税
窓
口
開
設

　

町
税
等
に
関
す
る
納
付
、
納
税
相
談
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
と　

き　

９
月
29
日（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
８
時

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　

策
室
ま
で

■
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

　

こ
の
度
施
行
さ
れ
た
震
災
特
例
法
に
よ

り
、
住
宅
・
家
財
・
事
業
用
資
産
等
に
被
害

を
受
け
ら
れ
て
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署

に
お
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
平
成
22
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
税

等
の
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
、
お
手

続
き
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

　

当
面
の
期
間（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階

　
　
　
　
　

マ
リ
ン
ホ
ー
ル

〈
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限
は

　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
月
30
日
ま
で
〉

　

平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
期
間
に
到
来
す
る
す
べ
て
の
国
税
に

関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
が
、
９
月
30

日
（
金
）
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
振
替
納
付

日
は
、
10
月
31
日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。納
付

な
ど
の
手
続
き
が
困
難
な
方
は
、
塩
釜
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
税
務
署
ま
で

357
７
４
５
３

＜図書センターよみきかせ会＞
　親子で絵本にふれあいましょう。図書センターのよみきかせ会です。
　●と　き　9月8日（木）・22日（木） 午前10時30分～　●ところ　子育て支援センター

362
２
１
５
１

仮設住宅集会所にて、移動すまいる広場を開催しています。おもちゃ等もあり楽しいですよ！（午前10時～正午）
●第一スポーツ広場集会所:9月1日(木)、8日(木)、15日(木)、22日(木)、29日(木)、10月6日(木)
●七ヶ浜中学校第２グランド集会所:9月7日(水)、14日(木)、21日(木)、28日(水)、10月5日(水)
●湊浜２丁目談話室:9月6日(火)、13日(火)、27日(火)、10月4日(火)　＊お問い合わせは、子育て支援センターまで



　
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に

　
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

　　

救
急
出
場
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
真
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
症
状
は
軽
微
だ
が
「
交
通
手
段
が
な
い
」

　
と
い
っ
た
場
合
は
、
民
間
の
※
患
者
等
搬

　
送
事
業
者
を
活
用
お
願
い
し
ま
す
。

●
定
期
的
な
通
院
等
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー

　
の
代
わ
り
に
救
急
車
を
使
用
す
る
こ
と

　
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が
な
く
、
緊

　
急
に
医
療
機
関
等
に
搬
送
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
す
ぐ
に
１
１

　
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
性
の
な
い
患
者
等
に
対
し
、
医
療
機

　

関
等
へ
の
搬
送
を
行
う
事
業
者
。
消
防
本

　

部
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
七
ヶ
浜
消
防
署
警
防

　

係
ま
で

357
４
３
４
９

お問い合わせは、健康増進課まで　☎357-7448

　災害後の生活はストレスが多く辛いものです。中にはお酒を飲んで気を紛らわしたり、憂さ晴らしをしてい

る方もいるのではないでしょうか？

　寝酒をする方もいるかもしれませんが、飲酒は睡眠に悪影響を及ぼすことが科学的に裏付けられています。

アルコール飲料を大量に飲み続けると脳に変化が起こり、飲酒をコントロールできなくなります。これは「アル

コール依存症」という病気です。

　◆２項目以上あてはまればアルコール依存症の疑いがあります

　※依存症になると自力での断酒、節酒が困難になります。早めに専門機関に相談し

　　ましょう。

　町では、専門医 (精神科医 )や保健師による相談を行っています。自分のこと、家

族のこと、身近にいる人のことなどで、心配なことがある場合は、健康増進課までご

連絡ください。

「飲みすぎに注意しましょう！」27第 ２ 回

＜災害後のこころと体の健康＞＜災害後のこころと体の健康＞

＜アルコール依存症になると＞

・ 今日だけは飲むのをやめよう・・・ができない

・ 少しだけ・・・のつもりがとことん飲んでしまう　　　　　　　　　　　　

・ 隠れ酒をする

・ 大事な用件や約束事よりも飲酒を優先させる

・ 身体の病気や家庭・社会生活に問題が起きているのにやめられない

・ 酒がないとイライラ、不眠、発汗や発熱、震えなどの不快症状がおこる

あなたは今までに、飲酒を減らさなければいけないと思ったことがありますか

あなたは今までに、飲酒を批判されて腹が立ったりいらだったことがありますか

あなたは今までに、飲酒に後ろめたい気持ちや罪意識を持ったことがありますか

あなたは今までに、朝酒や迎え酒を飲んだことがありますか

あてはまる項目に○をつけましょう ある　　　なし

１

２

３

４

●自己診断法（ＣＡＧＥテスト）
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＜10月1日～7日は「公証週間」です＞
私人間の権利・義務を明確にし、争いを未然に防止するのが公認制度です。遺言、任意後見、離婚や土地建物の
賃借などの大切な契約は、公証人が作成した公正証書にしておくことをお奨めします。お気軽にご連絡ください。
＊お問い合わせは、仙台合同公証人役場まで　☎222－8105(8389、6031）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　
　

平
成
23
年
度
第
４
回
目
の
危
険
物
取
扱

者
試
験
が
平
成
23
年
10
月
16
日
（
日
）
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
乙
種
第
４
類
の
受

験
者
を
対
象
に
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と
　
き　

９
月
16
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

塩
釜
商
工
会
議
所

●
受
付
期
間　

　

８
月
22
日（
月
）～
９
月
６
日（
火
）

●
受
講
定
員　

50
名

　

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
場
所　

　

塩
釜
地
区
管
内
の
各
消
防
署

●
テ
キ
ス
ト
代　

２
５
０
０
円

　

（
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

　

協
会
（
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防　

　

課
）ま
で

361
１
６
１
７

●
と
こ
ろ　

塩
釜
商
工
会
議
所
会
議
室

●
受
付
期
間

　

10
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

●
受
講
定
員　

80
名

　

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
場
所　
　

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内
の
消
防
署

●
テ
キ
ス
ト　

３
６
０
０
円

＊
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部　

　

予
防
課
指
導
係
ま
で

　
平
成
23
年
度
骨
髄
バ
ン
ク

　
登
録
受
付
日

●
と
　
き

　

平
成
23
年
９
月
７
日
、21
日

　
　
　
　
　

10
月
５
日
、19
日

　
　
　
　
　

11
月
２
日
、16
日

　
　
　
　
　

12
月
７
日
、21
日

　

平
成
24
年
1
月
18
日

　
　
　
　
　

２
月
１
日
、15
日

　
　
　
　
　

３
月
７
日
、21
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

●
登
録
受
付
の
予
約
時
間

　

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

（
祝
祭
日
除
く
）

  

登
録
受
付
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
登
録
受
付
会
場

　

塩
釜
保
健
所
で
は
、
当
面
の
間
、
保
健
所

以
外
の
会
場
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
予
約

時
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保
健
所
ま
で

　
甲
種
防
火
管
理「
新
規
」講
習

　　

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
務

所
等
で
多
数
の
人
々
が
出
入
り
し
、
勤
務
す

る
事
業
所
又
は
一
つ
の
建
物
内
に
管
理
権

原
者
が
異
な
る
テ
ナ
ン
ト
等
が
存
在
す
る

場
合
で
、
各
テ
ナ
ン
ト
ご
と
の
管
理
す
る
収

容
人
員
が
多
い
場
合
に
は
消
防
法
に
定
め

ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
資
格
取
得
講
習
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と
　
き

　

10
月
20
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　

21
日（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

361
１
６
１
６

アラカルト

♪

♪

♪

「敬老の日のお祝い膳」

27第 39回

　9月19日は敬老の日です。元気で長生きするには、毎日の食生活が決め手です。今回は、長寿の食の秘訣

と敬老の日のお祝いメニューを紹介します。

●長寿の食とは…

　江戸時代の蘭学医・杉田玄白は「解体新書」を著したことで知られていますが、70 歳の古希を前に「養生七不

可」を書き記しています。「変わったものは食べない」「食べるのも飲むのも度を過ぎない」など、健康維持のた

めの心得が解説されています。玄白にあやかって、免疫力を高める旬の食材を食彩事季に合せて食したいもの

です。

●元気で長生き・食のポイント

　①１日３回食事をとる　②毎食、主食と主菜をしっかりと、副菜も忘れずに

　③食事は腹八分目に　④水分不足に気をつける　⑤食事を楽しむ

　

☆敬老の日「お祝い膳」

　○小豆がゆ…小豆を炊き込んだおかゆです。

　○寿椀…甘鯛・かぼちゃ・かまぼこ・里芋・オクラ・飾り切りの生椎茸やにんじんを彩り豊かに盛り込ん

だおすましです。

　○ミルク茶碗蒸し…だし汁のかわりに牛乳を使い、かまぼこ・生椎茸・ぎんなん・みつ葉を入れたたんぱ

く質もカルシウムも充実した一品です。

　○菊花なます…菊の花と大根を使った季節を感じるなますです。

706
１
２
１
５
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心
に
病
を
も
つ
人
の
家
族
会

　

ご
家
族
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？　

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　

家
族
会
で
は
、
勉
強
会
や
懇
談
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
癒
し
の
場
と
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

９
月
29
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

役
場
３
階
第
２
会
議
室　

●
内　

容　

勉
強
会
・
懇
談
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、健
康
増
進
課
ま
で

357
７
４
４
８

　

国
民
健
康
保
険
限
度
額
認
定
証
を

　

ご
存
知
で
す
か
？

　

ご
家
族
の
方
で
入
院
中
の
方
、
入
院
を
予

定
し
て
い
る
方
は
町
民
課
国
保
年
金
係
窓

口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。■
限
度
額
適

用
認
定
証
を
提
示
す
る
と
70
歳
未
満
の
方

の
入
院
時
の
病
院
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

■
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
ご

　

存
知
で
す
か
？

　
　

1
ヶ
月
の
医
療
費
が
「
自
己
負
担
限
度

　

額
」
を
超
え
た
場
合
、
こ
の
自
己
負
担
限

　

度
額
ま
で
の
支
払
で
す
み
ま
す
。
「
自
己

　

負
担
限
度
額
」
は
世
帯
主
、
被
保
険
者
の

　

所
得
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
限
度
額
認
定
証
と
は

　
　

今
ま
で
は
70
歳
未
満
の
被
保
険
者
が
、

　

入
院
時
に
お
い
て
病
院
窓
口
で
1
ヶ
月

　

に
支
払
っ
た
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

　

度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分

　

は
、
役
場
窓
口
で
の
申
請
に
よ
り
高
額
療

　

塩
竈
斎
場
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

　

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

こ
の
た
び
は
、
誠
に
ご
愁
傷
さ
ま
で
し

た
。
ご
逝
去
を
悼
み
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
ご
遺
体
の
火
葬
及
び
斎
場
の

ご
利
用
に
あ
た
り
、
次
の
点
に
つ
き
ま
し
て

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
ご
遺
体
の
火
葬
に
あ
た
っ
て
〉

　

次
の
よ
う
な
副
葬
品
を
棺
の
中
へ
納
め

ら
れ
ま
す
と
、
火
葬
時
間
が
長
引
い
た
り
、

遺
骨
に
付
着
し
た
り
損
傷
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
有
害
物
質
の
発
生
や
設
備

故
障
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
棺
に
納
め
ら
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
製
品

　

（
例
）ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、お
も
ち
ゃ
、

　
　
　

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
、人
形
な
ど

●
化
学
繊
維
製
品　

　

（
例
）洋
服
、寝
具
、ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、

　
　
　

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、釣
竿
な
ど

●
ガ
ラ
ス
製
品
・
金
属
製
品　

　

（
例
）ビ
ン
類
、
め
が
ね
、
硬
貨
、
貴
金
属
、

　
　
　

携
帯
電
話
な
ど

●
燃
え
に
く
い
も
の

　

（
例
）厚
い
書
籍
、
ふ
と
ん
、
衣
類
、
果
物
、

　
　
　

革
製
品
な
ど

●
危
険
物　

　

（
例
）ス
プ
レ
ー
、
缶
飲
料
、

　
　
　

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
、電
池
な
ど

〈
待
合
室
の
ご
使
用
等
に
つ
い
て
〉

●
火
葬
終
了
ま
で
の
間
、
待
合
室
を
お
使
い

　

く
だ
さ
い
。

●
待
合
室
に
備
え
付
け
の
茶
器
等
は
、
ご
自

　

由
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
が
、
使
用
後

　

は
待
合
室
の
清
掃
、
整
理
整
頓
を
含
め
、

　

後
片
付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
喫
煙
は
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
で
お
願

　

い
い
た
し
ま
す
。

●
携
帯
電
話
の
ご
使
用
は
、
周
囲
の
迷
惑
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
近
隣
住
宅
及
び
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
乗

　

用
車
等
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

塩
竈
斎
場
は
、
多
く
の
方
々
が
利
用
さ
れ

る
公
共
施
設
で
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な

点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
斎
場
職
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
環
境
組
合

　

事
務
局　

　

塩
竈
斎
場

364
８
９
１
６

363
２
７
７
７

養
費
と
し
て
払
い

戻
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り

自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
負
担
で
す

む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
国
民
健
康
保
険
証
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
町
民
課
国
保
年
金

係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
月
を
遡
っ
て
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
町
民
課　

国
保
年
金

　

係
ま
で

357
７
４
４
６

上位所得者

一般

低所得者
(住民税非課税世帯)

自己負担限度額(月額)

150,000円＋
(医療費－500,000円)×1％

80,100円＋
(医療費－267,000円)×1％

35,400円

4回目以降

83,400円

44,400円

24,600円

■70歳未満の国保の方の自己負担限度額(月額)

　

全
国
訪
問「
お
は
な
し
隊
」

　

in
七
ヶ
浜

　　

楽
し
い
「
お
は
な
し
」
を
た
く
さ
ん
載
せ

て
、
お
は
な
し
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
七

ヶ
浜
に
や
っ
て
き
ま
す
。

●
と　

き　

９
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

●
と
こ
ろ　

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
中
央
公
民
館
）

●
内　

容

　
　

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
や
「
紙
芝
居
」

　

等
が
楽
し
め
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の

　

中
で
は
自
由
に
本
を
読
む
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。参
加
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
ま
で

357
３
３
０
２



23 ●広報しちがはま 23.9.1

受付／午前9時～午後3時

町の面積　　　　　　　   　　　13.27 km2

町木　 クロマツ　　　　 　　町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

8月1日現在の人口（前月比）

世帯数      6,458（-10）    転入   31

　男       10,098（-42）    転出   78 

　女       10,279（-23）    出生    3

　計       20,377（-65）    死亡   21

多賀城市下馬2-8-5

松島町磯崎字磯崎105-3

利府町加瀬字石切場1-1ヨークタウン利府野中内

塩釜市海岸通10-1三晴ビル2F

塩釜市清水沢1丁目32-1

多賀城市明月1 - 4 - 1 2

多賀城市東田中2-40-32-102

こう歯科クリニック

西 村 歯 科 医 院

わかば歯科クリニック

みや歯科クリニック

清水沢いまいずみ歯科クリニック

じ ん 歯 科 医 院

せいの歯科医院

9/ 4

11

18

19

23

25

10/2

362-5213

353-4092

767-5679

361-5810

361-3803

366-8461

365-0099

365
５
５
６
７

　
奨
学
資
金
貸
付

　

町
で
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
に
在
学
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
対

し
て
、
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
七
ヶ
浜
町
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

357
７
４
４
０

　
月
イ
チ
歴
史
講
座
1
　

　
縄
文
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
初
級
編

　

1
回
目
の
月
イ
チ
歴
史
講
座
は
、
縄
文
時

代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）」

を
作
り
ま
す
。滑
石
（
か
っ
せ
き
）
と
い
う
加

工
し
や
す
い
石
を
使
っ
て
作
る
、
初
め
て
の

方
や
小
さ
な
お
子
様
向
け
の
初
級
編
で
す
。

●
と
　
き　

９
月
23
日（
金
・
祝
）　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

●
募
集
人
数　

15
名（
先
着
順
）　

　

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
材
料
費　

２
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の
等　

　

タ
オ
ル
1
枚
、汚
れ
て
も
い
い
服
装

●
募
集
期
間

　

９
月
３
日（
土
）～
19
日（
月
・
祝
）

　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す

●
申
込
方
法　

直
接
歴
史
資
料
館
に
ご
来

　

館
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
歴
史
資
料
館
ま
で

　
老
齢
基
礎
年
金

  

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
や
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
が
、
原
則
と
し

て
25
年
以
上
あ
る
と
65
歳
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。

  

年
金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年

間
（
４
８
０
月
）
す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て

い
る
場
合
に
、
満
額
の
７
８
８
９
０
０
円

（
平
成
23
年
度
）
と
な
り
ま
す
。な
お
、
保
険

料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
や
保
険
料
免
除

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

　
　
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
繰
下
げ

  

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原

則
と
し
て
65
歳
で
す
が
、
65
歳
前
に
繰
上
げ

て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、
支
給
を
繰
上
げ
た
場
合
、

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と

な
ど
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
は
じ
め
る
繰
下
げ
の
場
合
は
、
年
金
額
が

増
額
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

　
　
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

234
６
３
３
３

　
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

　「
学
校
公
開
」

  
視
覚
支
援
学
校
の
教
育
内
容
を
一
般
の

方
に
も
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
興
味
関
心
の
あ
る
方
、
見

え
に
く
さ
で
悩
ん
で
い
る
方
や
関
係
す
る

方
々
ど
な
た
で
も
お
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き　

10
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
内
　
容　

公
開
授
業
、
視
覚
補
助
具
や
展

　

示
等
の
紹
介
、全
盲
・
弱
視
体
験

●
と
こ
ろ　

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

＊
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
、
宮
城

　

県
立
視
覚
支
援
学
校
ま
で
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　現在までに、全国各地からたくさんの救援物資や義援金が届いております。心より感謝申し上げます。

せ
ん
き
ょ

みんなの一票大切に！

皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます

菖蒲田浜・復興まつり 9 月 10 日 ( 土 )菖蒲田浜・復興まつり ９月10日(土)

七ヶ浜町長・町議会議員一般選挙

９月11日(日)投票日

※記載漏れやお名前に間違いがありましたら、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。

【個人】中村智枝子、佐藤恵美、植松俊哉、柴田茉莉江、小野寺聡、相沢元、吉本安暢、鈴木睦夫、奥田高久、佐々木智子、森由宇

利、残間長男、白川直美、鈴木康介、酒井淳、戸田栄一郎、深堀奈美枝、瀬野尾達哉、遠藤達夫、佐藤けい子、小久保シュヴァ

【企業および団体】ジーエスエムジャパン㈱、木城えほんの里、㈱プロスタッフ、富士フイルム㈱、㈱ヤクルト、㈱マークスア

ンドウェブ、東北スノーボード協会、㈱彩禅、㈱ちから、ヨークベニマル利府店、㈱アスカコーポレーション、㈱竹中土木東北

支店、株式会社東芝 東北支社、あいち生活協同組合、㈲林田鉄工所、特例民法法人宮城外洋帆走協会、自民党古川支部、㈱マツ

ウラ、長井市西根地区公民館、あいち生活協同組合、㈱アマテラ、トライクジャパン名古屋、公益財団法人プラン・ジャパン、

ギャラリーコンティーナ、郵便事業㈱塩釜支店、NPO 地域の芽生え 21、とこなめ焼き協同組合、KD フクスケ㈱、復興支援ネット

ワーク淡路島、えびすから絵本を贈る会、サンモールインターナショナルスクール、はまぎく介護ステーション、財団法人京

都陶磁器協会、京都Ⅱゾンタクラブ、塩釜ゾンタクラブ、仙台Ⅰゾンタクラブ、地域の杖、北川緑地建設㈱、㈱めもり～旅行

【官公庁】東北管区行政評価局、埼玉県熊谷市、山梨県笛吹市、岐阜県瑞浪市、長野県川上村、岐阜県農政部農産園芸課

●と　き　9月 10 日（土） 午後 0時 45 分～　●ところ　菖蒲田浜海浜公園

●内　容　午後 0時 45 分～ 菖蒲田浜海岸清掃　午後 2時～ 前に進もう !! 3.11 復興セレモニー

　　　　　午後 4時 30 分～ 出店、ブース、ステージイベント　午後 7時～ 打ち上げ花火

　　　　　※時間、内容は変更となる場合があります。

●主　催　菖蒲田浜、復興まつり実行委員会、七ヶ浜再生プロジェクト実行委員会

＊お問い合わせは、NPO 法人レスキューストックヤードまで　　090－2852－9994

物資提供 7 月 11 日現在 敬称略・順不同 (無料コンサート、散髪、マッサージなども含む）

●投票日　

　9月11日(日) 午前7時～午後8時まで

●期日前投票

　投票日当日、仕事や旅行などの用事で投票できない場合は、その前（期日前）に投票することができます。

　・と　き　9月7日(水)～10日(土) 午前8時30分～午後8時

　・ところ　水道事業所2階　・持参するもの　投票所入場券

●投票できる人

・平成3年9月12日以前に生まれた人 ・平成23年6月5日以前から町内に住み、同日までに転入届を出している人

※転出届を出し、町外へ転出された方は、投票することができません。

●投票所入場券

　七ヶ浜町の選挙人名簿に登録されている有権者に投票所入場券を郵送いたします。自分の入場券を持参し指定され

ている投票所で投票してください。入場券が届かなかったり、紛失したりした場合でも、本人の確認ができれば投票

できますので、受付に申し出てください。

＊お問い合わせは、選挙管理委員会（総務課内）まで　　357-7436
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